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筑後川上流圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会 

 規 約（案） 

 

 

（設置）  

第１条 水防法（昭和24年法律第193号）第15条の9及び第15条の10に基づく大規模氾濫減

災協議会として、「筑後川上流圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会」（以下「協議

会」という。）を設置する。  

 

（目的）  

第２条 協議会は、平成２４年７月の九州北部豪雨災害及び平成２７年９月の関東・東北豪雨 

災害等を踏まえ、「施設では防ぎきれない大洪水は発生するもの」へと意識を変革し、

河川管理者、気象台、水資源機構、県、市町等が連携・協力して、減災のための目標を

共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、筑後川上流

部において、洪水氾濫が発生することを前提とし、社会全体で常に洪水に備える「水防

災意識社会」を再構築することを目的とする。  

 

（協議会の対象河川） 

第３条 協議会は、筑後川、花月川、隈川、庄手川、玖珠川、有田川、渡里川、赤石川、吾々路

川、高瀬川、串川、森川、松木川、町田川、野上川、その他筑後川上流圏域における指

定区間内の一級河川及び二級河川を対象とする。 

 

（協議会の構成）  

第４条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。  

２ 協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。  

３ 事務局は、第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて別表１

の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を協議会に求めることができる。  

 

（幹事会の構成）  

第５条 協議会に幹事会を置く。  

２ 幹事会は、別表２の職にある者をもって構成する。  

３ 幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。  

４ 幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減災対策等の各種検討、調整

を行うことを目的とし、結果について協議会へ報告する。  

５ 事務局は、第２項によるもののほか、幹事会構成員の同意を得て、必要に応じて別表２

の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を幹事会に求めることができる。  
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（協議会の実施事項）  

第６条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。  

１ 洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は連携

して実施している現状の減災に係る取組状況等について共有する。 

２ 的確な避難に資するための正確で分かりやすい情報受発信と着実な施設整備、主体的に 

危険を回避するための水防災啓発・教育・訓練及び、洪水氾濫による被害の軽減や避難

時間確保のための水防活動を実現するために、各構成員がそれぞれ又は連携して取り組

む事項をまとめた地域の取組方針を作成し、共有する。  

３ 毎年、協議会を開催するなどして、地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認する。 

４ その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施する。  

 

（会議の公開）  

第７条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によっては、 

協議会に諮り、非公開とすることができる。  

２ 幹事会は原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と見なす。  

 

（協議会資料等の公表）  

第８条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、個人情報

等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しないもの 

とする。  

  ２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の承認を得た後、

公表するものとする。 

 

（事務局）  

第９条 協議会の庶務を行うため、事務局を置く。  

２ 事務局は、筑後川河川事務所防災情報課及び大分県土木建築部河川課に置く。  

 

（雑則）  

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な事項に 

ついては、協議会で定めるものとする。  

 

（附則）  

第１１条 本規約は、平成２８年 ５月１６日から施行する。 

平成２８年 ８月１８日改正 

平成２９年 ６月２９日改正 

令和 元年 ６月 ５日改正（予定） 
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別表１  筑後川上流圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会 

 

小国町長 

日田市長 

玖珠町長 

九重町長 

気象庁 熊本地方気象台長 

気象庁 大分地方気象台長 

水資源機構 筑後川局長 総合施設管理長 

熊本県 知事公室 危機管理防災課長 

熊本県 土木部 河川港湾局 河川課長 

熊本県 県北広域本部 阿蘇地域振興局長 土木部長 

大分県 生活環境部 防災局 防災対策企画課長 

大分県 土木建築部 河川課長 

大分県 日田土木事務所長 

大分県 玖珠土木事務所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川ダム統合管理事務所長 

 

 

（オブザーバー） 

気象庁 福岡管区気象台長  
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別表２  筑後川上流圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会幹事会 

 

小国町 総務課長 

日田市 防災・危機管理室 課長 

玖珠町 環境防災 総務課長 

九重町 危機管理情報推進課長 

気象庁 熊本地方気象台 防災管理官 

気象庁 大分地方気象台 防災管理官 

水資源機構 筑後川局 施設管理課長 

熊本県 知事公室 危機管理防災課 審議員 

熊本県 土木部 河川港湾局 河川課 審議員 

熊本県 県北広域本部 阿蘇地域振興局 土木部長 工務第一課長 

大分県 生活環境部 防災局 防災対策企画課 防災推進班 主幹 

大分県 土木建築部 河川課 課長補佐 

大分県 日田土木事務所 次長兼企画調査課長 

大分県 玖珠土木事務所 建設・保全課長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所 技術副所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川ダム統合管理事務所 技術副所長 

 

 

（オブザーバー） 

気象庁 福岡管区気象台 気象防災部 予報課長  
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筑後川中・下流部大規模氾濫に関する減災対策協議会 

規 約（案） 

 

（設置）  

第１条 水防法（昭和24年法律第193号）第15条の9及び第15条の10に基づく大規模氾濫減災

協議会として、「筑後川中・下流部大規模氾濫に関する減災対策協議会」（以下「協議会」

という。）を設置する。  

 

（目的）  

第２条 協議会は、平成２４年７月の九州北部豪雨災害及び平成２７年９月の関東・東北豪雨 

災害等を踏まえ「施設では防ぎきれない大洪水は発生するもの」へと意識を変革し、河川

管理者、気象台、水資源機構、県、市町等が連携・協力して、減災のための目標を共有し、

ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、筑後川中・下流部にお

いて、洪水氾濫が発生することを前提とし、社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社

会」を再構築することを目的とする。  

 

（協議会の対象河川） 

第３条 協議会は、筑後川、早津江川、諸富川、城原川、佐賀江川、田手川、宝満川、小石原川、

佐田川、広川、高良川、巨瀬川、隈ノ上川、大刀洗川、秋光川、大木川、安良川、寒水川、

通瀬川、巨勢川、その他筑後川中下流部における指定区間内の一級河川を対象とする。 

 

 

（協議会の構成）  

第４条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。  

２ 協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。  

３ 事務局は、第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて別表１

の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を協議会に求めることができる。  

 

（幹事会の構成）  

第５条 協議会に幹事会を置く。  

２ 幹事会は、別表２の職にある者をもって構成する。  

３ 幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。  

４ 幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減災対策等の各種検討、調整

を行うことを目的とし、結果について協議会へ報告する。  

５ 事務局は、第２項によるもののほか、幹事会構成員の同意を得て、必要に応じて別表２

の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を幹事会に求めることができる。  
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（協議会の実施事項）  

第６条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。  

１ 洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は連携

して実施している現状の減災に係る取組状況等について共有する。 

２ 的確な避難に資するための正確で分かりやすい情報受発信と着実な施設整備、主体的に

危険を回避するための水防災啓発・教育・訓練及び、洪水氾濫による被害の軽減や避難時

間確保のための水防活動を実現するために、各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事

項をまとめた地域の取組方針を作成し、共有する。  

３ 毎年、協議会を開催するなどして、地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認する。 

４ その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施する。  

 

（会議の公開）  

第７条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によっては、 

協議会に諮り、非公開とすることができる。  

２ 幹事会は原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と見なす。  

 

（協議会資料等の公表）  

第８条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、個人情報等

で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しないものとす

る。  

  ２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の承認を得た後、

公表するものとする。 

 

（事務局）  

第９条 協議会の庶務を行うため、事務局を置く。  

２ 事務局は、筑後川河川事務所防災情報課、福岡県県土整備部河川管理課、佐賀県県土整

備部河川砂防課に置く。  

 

（雑則）  

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な事項につ

いては、協議会で定めるものとする。  

 

（附則）  

第１１条 本規約は、平成２８年５月 ２日から施行する。 

     本規約は、平成２９年６月２６日から施行する。 

     本規約は、平成３０年６月２６日から施行する。 

本規約は、令和 元年６月 ５日から施行する。（予定） 
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別表１  筑後川中・下流部大規模氾濫に関する減災対策協議会 

 

久留米市長 

柳川市長 

筑後市長 

大川市長 

小郡市長 

うきは市長 

朝倉市長 

大刀洗町長 

大木町長 

広川町長  

筑前町長  

東峰村長  

佐賀市長 

鳥栖市長 

神埼市長 

みやき町長 

上峰町長 

吉野ヶ里町長 

基山町長  

気象庁 福岡管区気象台長  

気象庁 佐賀地方気象台長 

水資源機構 筑後川局長 総合施設管理長 

福岡県 総務部防災危機管理局 防災企画課長 

福岡県 総務部防災危機管理局 消防防災指導課長 

福岡県 県土整備部 河川管理課長 

福岡県 県土整備部 河川整備課長 

福岡県 久留米県土整備事務所長 

福岡県 朝倉県土整備事務所長 

福岡県 南筑後県土整備事務所 柳川支所長 

福岡県 八女県土整備事務所長  

佐賀県 政策部 危機管理・報道局 消防防災課長 

佐賀県 県土整備部 河川砂防課長 

佐賀県 佐賀土木事務所長 

佐賀県 東部土木事務所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川ダム統合管理事務所長 
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別表２  筑後川中・下流部大規模氾濫に関する減災対策協議会幹事会 

 

久留米市 防災対策課長 

柳川市 総務課長 

筑後市 防災安全課長 

大川市 地域支援課長 

小郡市 協働推進課長 総務課長 

うきは市 市民協働推進課長 

朝倉市 防災交通課長 

大刀洗町 総務課長 

大木町 総務課長 

広川町 協働推進課長  

筑前町 環境防災課長  

東峰村 総務課長  

佐賀市 消防防災課長 

鳥栖市 総務課長 

神埼市 防災危機管理課長 

みやき町 総務課長 

上峰町 総務課長 

吉野ヶ里町 総務課長 

基山町 総務企画課長  

気象庁 福岡管区気象台 気象防災部 予報課長 

気象庁 佐賀地方気象台 防災管理官 

水資源機構 筑後川局 施設管理課長 

福岡県 総務部 防災危機管理局 防災企画課長補佐 

福岡県 総務部 防災危機管理局 消防防災指導課長補佐 

福岡県 県土整備部 河川管理課長補佐 

福岡県 県土整備部 河川整備課長補佐 

福岡県 久留米県土整備事務所 用地課長 

福岡県 朝倉県土整備事務所 用地課長 

福岡県 南筑後県土整備事務所 柳川支所 庶務課長 河川砂防課長 

福岡県 八女県土整備事務所 用地課長  

佐賀県 政策部 危機管理・報道局 消防防災課 副課長 

佐賀県 県土整備部 河川砂防課 副課長 

佐賀県 佐賀土木事務所 副所長 

佐賀県 東部土木事務所 副所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所 技術副所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川ダム統合管理事務所 技術副所長 
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矢部川圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会 

規 約（案） 

 

（設置）  

第１条  水防法（昭和24年法律第193号）第15条の9及び第15条の10に基づく大規模氾濫

減災協議会として、「矢部川圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会」（以下「協議会」

という。）を設置する。 

 

（目的）  

第２条 協議会は、平成２４年７月の九州北部豪雨災害及び平成２７年９月の関東・東北豪雨 

災害等を踏まえ、「施設では防ぎきれない大洪水は発生するもの」へと意識を変革し、

河川管理者、気象台、県、市町等が連携・協力して、減災のための目標を共有し、ハー

ド対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、矢部川圏域において、洪

水氾濫が発生することを前提とし、社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を

再構築することを目的とする。  

 

（協議会の対象河川） 

第３条 協議会は、矢部川、楠田川、飯江川、沖端川、諏訪川、堂面川その他矢部川圏域におけ

る指定区間内の一級河川及び二級河川を対象とする。 

 

（協議会の構成）  

第４条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。  

２ 協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。  

３ 事務局は、第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて別表１

の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を協議会に求めることができる。  

 

（幹事会の構成）  

第５条 協議会に幹事会を置く。  

２ 幹事会は、別表２の職にある者をもって構成する。  

３ 幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。  

４ 幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減災対策等の各種検討、調整

を行うことを目的とし、結果について協議会へ報告する。  

５ 事務局は、第２項によるもののほか、幹事会構成員の同意を得て、必要に応じて別表２

の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を幹事会に求めることができる。  
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（協議会の実施事項）  

第６条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。  

１ 洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は連携

して実施している現状の減災に係る取組状況等について共有する。 

２ 的確な避難に資するための正確で分かりやすい情報受発信と着実な施設整備、主体的に 

危険を回避するための水防災啓発・教育・訓練及び、洪水氾濫による被害の軽減や避難

時間確保のための水防活動を実現するために、各構成員がそれぞれ又は連携して取り組

む事項をまとめた地域の取組方針を作成し、共有する。  

３ 毎年、協議会を開催するなどして、地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認する。 

４ その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施する。  

 

（会議の公開）  

第７条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によっては、 

協議会に諮り、非公開とすることができる。  

２ 幹事会は原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と見なす。  

 

（協議会資料等の公表）  

第８条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、個人情報

等で公表することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しないもの 

とする。  

  ２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の承認を得た後、

公表するものとする。 

 

（事務局）  

第９条 協議会の庶務を行うため、事務局を置く。  

２ 事務局は、筑後川河川事務所防災情報課及び福岡県県土整備部河川管理課に置く。  

 

（雑則）  

第１０条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な事項に 

ついては、協議会で定めるものとする。  

 

（附則）  

第１１条 本規約は、平成２８年 ５月１３日から施行する。 

本規約は、平成２９年６月２８日から施行する。 

本規約は、平成３０年６月２６日から施行する。 

本規約は、令和 元年６月 ５日から施行する。（予定） 
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別表１  矢部川圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会 

 

久留米市長 

柳川市長 

八女市長 

筑後市長 

みやま市長 

大川市長 

大木町長 

大牟田市長  

気象庁 福岡管区気象台長  

福岡県 総務部防災危機管理局 防災企画課長 

福岡県 総務部防災危機管理局 消防防災指導課長 

福岡県 県土整備部 河川管理課長 

福岡県 県土整備部 河川整備課長 

福岡県 久留米県土整備事務所長 

福岡県 南筑後県土整備事務所長  

福岡県 南筑後県土整備事務所 柳川支所長 

福岡県 八女県土整備事務所長 

福岡県 八女県土整備事務所 日向神ダム管理出張所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所長 
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別表２  矢部川圏域大規模氾濫に関する減災対策協議会幹事会 

 

久留米市 防災対策課長 

柳川市 総務課長 

八女市 防災安全課長 

筑後市 防災安全課長 

みやま市 総務課長 

大川市 地域支援課長 

大木町 総務課長 

大牟田市 都市整備部 防災対策室長  

気象庁 福岡管区気象台 気象防災部 予報課長 

福岡県 総務部 防災危機管理局 防災企画課長補佐 

福岡県 総務部 防災危機管理局 消防防災指導課長補佐 

福岡県 県土整備部 河川管理課長補佐 

福岡県 県土整備部 河川整備課長補佐 

福岡県 久留米県土整備事務所 用地課長 

福岡県 南筑後県土整備事務所 用地課長  

福岡県 南筑後県土整備事務所 柳川支所 庶務課長 河川砂防課長 

福岡県 八女県土整備事務所 用地課長 

福岡県 八女県土整備事務所 日向神ダム管理出張所長 

国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所 技術副所長 
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水

時
の

ダ
ム

の
役

割

①
洪

水
を

貯
め

込
む

（
洪

水
調

節
）

②
計

画
規

模
を

超
え

る
洪

水
へ

の
対

応
（
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

）

③
次

の
洪

水
に

備
え

る

- 19 -



ゲ
ー

ト
ダ

ム

- 20 -



①
洪

水
を

貯
め

込
む

（
洪

水
調

節
）

大
雨

が
降

り
、

ダ
ム

に
入

っ
て

く
る

水
量

が
各

ダ
ム

に
決

め
ら

れ
た

量
を

超
え

る
と

、
洪

水
調

節
を

開
始

し
ま

す
。

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
と

、
ダ

ム
に

入
っ

て
く
る

水
量

よ
り

も
、

下
流

に
流

す
量

を
少

な
く
し

て
、

ダ
ム

で
洪

水
を

貯
め

込
み

ま
す

。

ダ
ム

か
ら

下
流

に
流

す
水

が
増

え
る

場
合

は
、

ダ
ム

管
理

出
張

所
よ

り
、

事
前

に
関

係
機

関
へ

F
A

X
で

周
知

す
る

と
伴

に
、

警
報

車
の

ス
ピ

ー
カ

ー
に

よ
る

放
送

、
河

川
沿

い
に

設
置

し
て

い
る

警
報

局
舎

に
よ

る
サ

イ
レ

ン
・

ス
ピ

ー
カ

ー
放

送
で

周
知

し
ま

す
。

洪
水

調
節

の
仕

組
み

洪
水

調
節

時
ダ

ム
へ
入

る
洪
水

ダ
ム
か
ら

流
す
量

＜
ダ
ム
へ

入
る
洪
水

洪
水
を
貯

め
な

が
ら
下
流

へ
水

を
流
し
ま

す
。

警
報
車
の

ス
ピ

ー
カ
に

よ
る

放
送

ダ
ム
へ
入

る
洪
水

が
増

加
し
て

く
る
と

、
下

流
へ
流

す
水
を

増
や

す
準
備

を
し
ま

す
。

警
報
局
舎

に
よ
る

サ
イ
レ
ン

・
ス

ピ
ー
カ
ー

放
送放

流
開

始
判

断
後

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
す

量

ダ
ム

に
貯

め
る

量

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
す

量

ダ
ム

に
貯

め
る

量

※
グ

ラ
フ

は
、

降
雨

状
況

に
よ

っ
て

は
実

際
と

異
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

流
量

時
間流

量

時
間

- 21 -



②
計

画
規

模
を

超
え

る
洪

水
へ

の
対

応
（
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

）
異

常
な

豪
雨

に
よ

り
、

計
画

よ
り

も
大

き
い

量
の

洪
水

が
ダ

ム
貯

水
池

へ
流

れ
込

む
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

こ
の

時
も

ダ
ム

で
は

、
洪

水
を

貯
め

る
操

作
を

行
い

ま
す

が
、

ダ
ム

に
貯

め
る

こ
と

が
出

来
る

水
量

に
は

限
界

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
下

流
に

流
す

量
を

徐
々

に
増

加
さ

せ
、

貯
水

池
に

入
っ

て
く
る

水
量

と
同

じ
量

を
下

流
に

流
す

操
作

を
行

い
ま

す
。

（
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

）

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
も

、
ダ

ム
の

放
流

能
力

を
超

え
る

洪
水

が
ダ

ム
に

入
っ

て
き

た
場

合
は

、
ダ

ム
に

入
っ

て
き

た
洪

水
が

ダ
ム

の
上

を
超

え
、

ダ
ム

施
設

が
壊

れ
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

ダ
ム

施
設

が
壊

れ
た

場
合

、
ダ

ム
に

入
る

洪
水

に
加

え
、

ダ
ム

に
貯

ま
っ

て
い

る
水

が
併

せ
て

下
流

へ
流

れ
る

た
め

、
下

流
河

川
に

甚

大
な

被
害

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

洪
水

調
節

の
仕

組
み

I
n
 
≧

O
u
t

洪
水
を
貯

め
る

こ
と
が
で

き
な

い
た
め
、

溢
れ

な
い
よ
う

に
貯

水
位
を
維

持
。

ゲ
ー
ト
付
ダ
ム

ダ
ム
へ
入

る
洪
水

I
n
の
量

を
超
え
な

い
よ
う
に

、
ゲ
ー

ト
を
操
作

を
行
い

放
流
し
ま

す
。

I
n

O
u
t

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
時

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
す

量

ダ
ム

に
貯

め
る

量

ｻ
ｰ

ﾁ
ｬ
ｰ

ｼ
ﾞ水

位

制
限

水
位

ダ
ム

の
水

位

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
開

始
水

位

※
グ

ラ
フ

は
、

降
雨

状
況

に
よ

っ
て

は
実

際
と

異
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

流
量

時
間

- 22 -



異
常

洪
水

時
防

災
操

作

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
時

の
連

絡
体

制
（
Ｆ

Ａ
Ｘ

に
よ

り
実

施
）

①
○

○
ダ

ム
ダ

ム
操

作
に

関
す

る
重

要
情

報
の

通
知

・
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

の
概

ね
３

時
間

前
に

、
操

作
に

移
行

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
情

報
提

供
し

ま
す

。

②
○

○
ダ

ム
緊

急
の

ダ
ム

操
作

に
関

す
る

事
前

通
知

（
１

時
間

前
通

知
）

・
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

の
１

時
間

前
ま

で
に

、
操

作
に

移
行

す
る

こ
と

を
通

知
し

ま
す

。

③
○

○
ダ

ム
緊

急
の

ダ
ム

操
作

開
始

の
通

知

・
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

移
行

後
、

速
や

か
に

通
知

い
た

し
ま

す
。

- 23 -



下
流

の
河

川
の

状
況

洪
水

調
節

の
仕

組
み

③
次

の
洪

水
に

備
え

る
大

雨
が

止
み

、
洪

水
が

過
ぎ

去
る

と
、

ダ
ム

へ
流

れ
込

む
水

も
少

な
く
な

り
ま

す
。

貯
水

池
は

、
洪

水
を

貯
め

た
分

だ
け

水
が

増
え

て
い

る
の

で
、

次
の

洪
水

に
備

え
て

、
下

流
の

河
川

の
状

況
を

見
な

が
ら

、
貯

め
た

水
を

流
し

て
貯

水
池

の
容

量
を

空
け

ま
す

。

こ
の

場
合

、
雨

が
止

ん
で

い
て

も
、

河
川

水
位

が
下

が
ら

な
か

っ
た

り
、

場
合

に
よ

っ
て

は
上

昇
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

ダ
ム
へ
入

る
量

ダ
ム
か
ら

流
す
量

＞
ダ
ム
へ

入
る
量

洪
水
後
に

、
次

の
洪
水
に

備
え
、

容
量
を
空

け
て

お
き
ま
す

。

ゲ
ー
ト
付
ダ
ム

次
の
洪
水

に
備
え

ダ
ム
か

ら
流
す

こ
と
で

、
川
の

水
位
は
上

が
り
ま

す
が
、

下
流
河

川
で
安

全
に
流

れ
る
よ
う

に
、
ダ

ム
か
ら

流
す
量

を
調
整

し
ま
す

。

洪
水

調
節

容
量

の
確

保

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
す

量

ダ
ム

に
貯

め
る

量

ｻ
ｰ

ﾁ
ｬ
ｰ

ｼ
ﾞ水

位

制
限

水
位

ダ
ム

の
水

位

特
別

防
災

操
作

開
始

水
位

ダ
ム

の
貯

水
量

を
確

保
す

る
た

め
、

O
u
t 
>
 Ｉ
n

で
放

流
し

ま
す

。

※
グ

ラ
フ

は
、

降
雨

状
況

に
よ

っ
て

は
実

際
と

異
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

流
量

時
間

- 24 -



ゲ
ー

ト
レ

ス
ダ

ム

- 25 -



①
洪

水
を

貯
め

込
む

大
雨

が
降

り
洪

水
に

な
る

と
、

ダ
ム

へ
流

入
す

る
洪

水
の

一
部

を
貯

水
池

に
貯

め
な

が
ら

、
常

用
洪

水
吐

か
ら

自
然

越
流

し
ま

す
。

ダ
ム

か
ら

下
流

に
流

れ
る

水
の

量
が

増
え

下
流

河
川

の
急

激
な

水
位

上
昇

が
見

込
ま

れ
る

場
合

は
、

事
前

に
関

係
機

関
へ

F
A

X
を

送

付
す

る
と

伴
に

、
警

報
車

の
ス

ピ
ー

カ
ー

に
よ

る
放

送
、

河
川

沿
い

に
設

置
し

て
い

る
警

報
局

舎
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

・
ス

ピ
ー

カ
ー

放
送

で
周

知
し

ま
す

。

洪
水
を
貯

め
な

が
ら
下
流

へ
水

を
流
し
ま

す
。

洪
水

調
節

の
仕

組
み

ダ
ム
へ
入

る
洪
水

ダ
ム
か
ら

流
れ
る

量
＜

ダ
ム
へ

入
る
洪
水

洪
水

調
節

時
急

激
な

河
川

水
位

上
昇

が
見

込
ま

れ
る

時

警
報
車
の

ス
ピ

ー
カ
に

よ
る

放
送

ダ
ム
へ
入

る
洪

水
が
増
加

し
て

い
る
た
め

、
自

然
越
流
に

よ
る

河
川
水
位

の
上

昇
が
見
込

ま
れ

ま
す
。

警
報
局
舎

に
よ
り

サ
イ
レ
ン

・
ス

ピ
ー
カ
ー

放
送

ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
る

量

ダ
ム

に
貯

め
る

量

※
グ

ラ
フ

は
、

降
雨

状
況

に
よ

っ
て

は
実

際
と

異
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

ｻ
ｰ

ﾁ
ｬ
ｰ

ｼ
ﾞ水

位

ダ
ム

の
水

位

ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
る

量

ダ
ム

に
貯

め
る

量

ｻ
ｰ

ﾁ
ｬ
ｰ

ｼ
ﾞ水

位

ダ
ム

の
水

位

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

流
量

時
間

流
量

時
間

- 26 -



②
計

画
規

模
を

超
え

る
洪

水
へ

の
対

応
（
自

然
越

流
）

異
常

な
豪

雨
に

よ
り

、
計

画
よ

り
も

大
き

い
量

の
洪

水
が

ダ
ム

貯
水

池
へ

流
れ

込
む

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

①
の

状
況

か
ら

、
ダ

ム
へ

入
る

洪
水

が
増

え
続

け
る

と
ダ

ム
貯

水
位

が
上

昇
し

、
非

常
用

洪
水

吐
か

ら
自

然
越

流
す

る
た

め
、

下
流

へ

流
れ

る
量

が
増

加
し

ま
す

。

洪
水

が
ピ

ー
ク

を
迎

え
る

ま
で

は
、

貯
水

池
に

入
っ

て
く
る

水
量

よ
り

も
下

流
へ

流
れ

る
量

が
多

く
な

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

後
、

ダ
ム

に
入

っ
て

く
る

洪
水

が
減

り
だ

す
と

、
今

度
は

下
流

へ
流

れ
る

量
が

ピ
ー

ク
を

迎
え

る
た

め
、

貯
水

池
に

入
っ

て
く
る

水
量

よ
り

も
下

流
へ

流
れ

る
量

が
多

く
な

り
ま

す
。

ダ
ム

に
入

る
量

と
ダ

ム
か

ら
出

る
量

の
ピ

ー
ク

が
ず

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

下
流

河
川

の
水

位

上
昇

の
ピ

ー
ク

を
遅

ら
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

洪
水

調
節

の
仕

組
み

ゲ
ー
ト
レ
ス
ダ
ム

ダ
ム
へ
入

る
洪
水

I
n

O
u
t

入
る

量
と

出
る

量
の

ピ
ー

ク
が

ず
れ

る

ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
る

量

ダ
ム

に
貯

め
る

量

ｻ
ｰ

ﾁ
ｬ
ｰ

ｼ
ﾞ水

位

ダ
ム

の
水

位

※
グ

ラ
フ

は
、

降
雨

状
況

に
よ

っ
て

は
実

際
と

異
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

流
量

時
間

- 27 -



ダ
ム

に
入

る
量

ダ
ム

か
ら

出
る

量ダ
ム

に
貯

め
る

量

ｻ
ｰ

ﾁ
ｬ
ｰ

ｼ
ﾞ水

位

ダ
ム

の
水

位

下
流

の
河

川
の

状
況

洪
水

調
節

の
仕

組
み

③
洪

水
の

放
流

大
雨

が
止

み
、

洪
水

が
過

ぎ
去

る
と

、
ダ

ム
へ

流
れ

込
む

水
量

も
小

さ
く
な

り
ま

す
。

貯
水

池
は

、
洪

水
を

貯
ま

っ
た

分
だ

け
水

が
増

え
て

い
ま

す
。

ダ
ム

に
流

れ
込

む
水

量
が

小
さ

く
な

る
と

、
ダ

ム
か

ら
流

れ
る

量
も

徐
々

に
減

っ
て

い
き

、
下

流
河

川
の

水
位

も
低

下
し

ま
す

が
、

ゲ
ー

ト
が

つ
い

て
い

る
ダ

ム
の

よ
う

に
人

為
的

に
水

位
を

さ
げ

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
河

川
水

位
が

通
常

時
よ

り
も

高
い

状
態

が
続

き
ま

す
。

ダ
ム
へ
入

る
量

ダ
ム
か
ら

流
れ
る

量
＞

ダ
ム
へ

入
る
量

洪
水
後
に

、
次

の
洪
水
に

備
え
、

容
量
を
空

け
て

お
き
ま
す

。

ゲ
ー
ト
レ
ス
ダ
ム

ダ
ム
に
よ

り
一
時

的
に
貯
め
た
水

が
自
然

越
流
す

る
た

め
、
ダ
ム

の
水
位

が
さ
が
る
に
つ

れ
、
ダ

ム
か
ら

流
れ

る
量
が
徐

々
に
減

少
し
て
い
く
た

め
、
河

川
水
位

も
徐

々
に
低

下
し
ま

す
。

洪
水

調
節

容
量

の
確

保

ダ
ム

の
容

量
を

空
け

て
お

く
た

め
、

O
u
t 
>
 Ｉ
n

で
放

流
し

ま
す

。

※
グ

ラ
フ

は
、

降
雨

状
況

に
よ

っ
て

は
実

際
と

異
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

洪
水

調
節

を
開

始
す

る
量

流
量

時
間

- 28 -



ダ
ム

放
流

に
関

す
る

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

の
実

施
に

つ
い

て

- 29 -



福
岡
県

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
３

時
間

前

県
管
理
ダ
ム
に
お
け
る
ダ
ム
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

◆
水

害
時

に
避

難
判

断
が

適
切

に
な

さ
れ

る
た

め
に

、
避

難
勧

告
等

の
発

令
判

断
を

行
う

市
町

村
長

が
河

川
の

水
位

情
報

や
雨

量
情

報
に

合
わ

せ
て

、
ダ

ム
の

放
流

に
関

す
る

情
報

を
的

確
に

把
握

す
る

こ
と

が
重

要
。

◆
そ

こ
で

、
現

在
行

な
っ

て
い

る
情

報
伝

達
（
FA
X
）に

加
え

、
県

土
整

備
事

務
所

・支
所

長
か

ら
市

町
村

長
等

へ
直

接
、

電
話

（ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

）に
よ

る
情

報
伝

達
を

新
た

に
実

施
予

定
。

◆
県

管
理

１
７

ダ
ム

を
対

象
と

し
、

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
に

関
す

る
情

報
（ゲ

ー
ト

ダ
ム

）も
し

く
は

、
非

常
用

洪
水

吐
越

流
開

始
に

関
す

る
情

報
（ゲ

ー
ト

レ
ス

ダ
ム

）に
つ

い
て

、
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

実
施

予
定

。

県
土

整
備

事
務

所
長

・
支

所
長

市
町

村
長

等

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

（直
接

電
話

に
よ

る
情

報
伝

達
）

貯
水

位

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
１

時
間

前

注
意

）
上

記
は

あ
く
ま

で
イ

メ
ー

ジ
図

で
あ

り
、

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
を

行
う

時
間

な
ど

の
予

測
は

、
降

雨
量

や
流

入
量

に
よ

り
異

な
り

ま
す

。

避
難

指
示

（緊
急

）等
の

発
令

判
断

の
目

安
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
（
第

３
報

）

避
難

勧
告

等
の

発
令

判
断

の
目

安

避
難

準
備

・高
齢

者
避

難
開

始
等

の
発

令
判

断
の

目
安

市
町

村
に

よ
る

避
難

情
報

の
目

安

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
開

始
洪

水
時

最
高

水
位

※
１

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

は
、

第
１

報
か

ら
第

３
報

を
基

本
と

す
る

が
、

降
雨

状
況

の
変

化
に

伴
い

、
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

開
始

時
間

に
変

更
が

あ
っ

た
場

合
は

、
随

時
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
を

行
う

。

平
常

時
最

高
水

位

※
１

●
ゲ

ー
ト

ダ
ム

の
事

例

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

（
第

２
報

）

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

（
第

１
報

）
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福
岡
県

ダ
ム
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て

市
町

村

市
町

村
長

等

防
災

担
当

部
局

水
防

地
方

本
部

長
(事

務
所

長
・
支

所
長
)

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

実
施

状
況

報
告

水
防

本
部

長
河

川
管

理
課

河
川

整
備

課

役
職

者
（
課

長
・
係

長
）

担
当

者

ダ
ム

管
理

出
張

所

ダ
ム

管
理

出
張

所
長

担
当

部
局

水
防

地
方

本
部

（
県

土
整

備
事

務
所

・
支

所
）

担
当

部
局

①
F
A
X
送

信

②
メ

ー
ル

送
信

②
メ

ー
ル

送
信

(受
信

確
認

)

③
ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン

（
電

話
）

●
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

流
れ

概
要

図

◆
ダ

ム
放

流
に

関
す

る
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
の

流
れ

は
下

記
の

と
お

り

①
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

/非
常

用
洪

水
吐

越
流

に
関

す
る

情
報

を
ダ

ム
管

理
出

張
所

が
F
A

X
で

伝
達

。

②
ダ

ム
管

理
出

張
所

長
か

ら
水

防
地

方
本

部
長

、
市

町
村

長
及

び
防

災
担

当
部

局
の

役
職

者
等

へ

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

に
関

す
る

メ
ー

ル
を

配
信

。

③
水

防
地

方
本

部
長

か
ら

市
町

村
長

等
へ

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

実
施

。

凡
例

こ
れ

ま
で

の
流

れ

Ｈ
３

１
年

度
か

ら
追

加
す

る
流

れ

①
F
A
X
送

信
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異
常

洪
水

時
防

災
操

作
時

に
お

け
る

松
原

ダ
ム

の
と

り
く
み

松
原

ダ
ム

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
を

想
定

し
た

住
民

参
加

型
の

避
難

訓
練

に
関

す
る

検
討

•
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た

住
民

参
加

型
の

避
難

訓
練

の
メ

ニ
ュ

ー
を

検
討

•
既

往
の

防
災

訓
練

等
に

関
し

て
日

田
市

等
へ

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

検
討

内
容

に
反

映

緊
急

時
に

地
域

の
住

民
に

と
っ

て
有

用
と

な
る

防
災

情
報

ツ
ー

ル
の

検
討

•
現

行
の

ダ
ム

情
報

の
提

供
内

容
（
ダ

ム
管

理
者

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

日
田

市
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

等
）
に

つ
い

て
、

地
域

住
民

の
避

難
行

動
に

繋
が

る
情

報
提

供
内

容
や

手
法

に
つ

い
て

検
討

•
検

討
結

果
を

踏
ま

え
て

、
ダ

ム
管

理
者

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
改

良
等

を
検

討
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
改

良
イ

メ
ー

ジ
防

災
訓

練
の

状
況

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
時

に
住

民
避

難
を

促
す

「
警

報
区

間
の

検
討

」
や

「
堤

内
地

に
向

け
た

サ
イ

レ
ン

や
ス

ピ
ー

カ
等

の
設

備
改

良
等

」

•
警

報
区

間
は

、
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

に
よ

り
影

響
が

及
ぶ

区
間

・
範

囲
を

対
象

•
浸

水
が

想
定

さ
れ

る
エ

リ
ア

に
お

い
て

、
異

常
豪

雨
時

に
既

設
放

流
警

報
設

備
で

カ
バ

ー
で

き
な

い
範

囲
が

あ
る

た
め

、
堤

内
地

向
け

の
放

流
警

報
施

設
を

増
設

•
設

置
箇

所
に

つ
い

て
は

、
今

後
検

討
し

決
定

洪
水

時
操

作
に

関
す

る
情

報
を

追
加

警
報

区
間

の
検

討
と

放
流

警
報

設
備

等
の

改
良

放
流

警
報

設
備

松
原

ダ
ム

放
流

情
報

表
示

板

筑
後

川
ダ

ム
統

合
管

理
事

務
所

大
山

ダ
ム

下
筌

ダ
ム

松
原

ダ
ム
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•
ダ

ム
放

流
通

知
時

間
や

ダ
ム

貯
水

位
等

の
リ

ア
ル

タ
イ

ム
情

報
な

ど
と

、
日

田
市

や
住

民
が

行
う

避
難

に
関

す
る

防
災

行
動

を
整

理
し

た
避

難
勧

告
着

目
型

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

を
検

討
•

ダ
ム

放
流

量
や

河
川

水
位

の
状

況
と

避
難

完
了

等
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

分
か

る
よ

う
に

整
理

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
を

考
慮

し
た

避
難

勧
告

着
目

型
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

検
討

筑
後

川
ダ

ム
統

合
管

理
事

務
所

避
難

勧
告

着
目

型
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

イ
メ

ー
ジ

異
常

洪
水

時
防

災
操

作
時

に
お

け
る

松
原

ダ
ム

の
と

り
く
み
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「
水
防
災
意
識
社
会
」
の
再
構
築
に
向
け
た
緊
急
行
動
計
画
の
改
定

※
「大

規
模

広
域

豪
雨

を
踏

ま
え

た
水

災
害

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

（答
中

）」
を

踏
ま

え
た

「水
防

災
意

識
社

会
」の

再
構

築
に

向
け

た
緊

急
行

動
計

画
の

取
組

に
つ

い
て

国
土

交
通

省
平

成
3
1
年

1
月

平
成
2
9
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
教
訓

緊
急
行
動
計
画
の
改
定
内
容
（教

訓
に
関
係
す
る
改
定
項
目
の
み
抜
粋
）

①
情

報
伝

達
、

避
難

計
画

等
に

関
す

る
事

項
・多

機
関

連
携

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

：多
く
の

関
係

機
関

が
防

災
行

動
を

連
携

し
て

実
施

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

都
市

部
等

の
地

域
ブ

ロ
ッ

ク
で

作
成

②
平

時
か

ら
の

住
民

等
へ

の
周

知
・
教

育
・
訓

練
に

関
す

る
事

項
・リ

ス
ク

情
報

の
空

白
地

帯
の

解
消

：ダ
ム

下
流

部
の

浸
水

想
定

図
の

作
成

・公
表

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
の

前
提

と
な

る
基

礎
調

査
の

早
期

完
了

③
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

に
資

す
る

施
設

等
の

整
備

に
関

す
る

事
項

・円
滑

な
避

難
の

確
保

：代
替

性
の

な
い

避
難

所
や

避
難

路
を

保
全

す
る

砂
防

堰
堤

等
の

整
備

１
．

自
助

・
共

助
に

よ
る

避
難

急
激

に
変

化
す

る
気

象
条

件
下

に
お

い
て

は
、

行
政

か
ら

の
避

難
情

報
発

令
後

（公
助

）の
避

難
行

動
で

は
間

に
合

わ
な

い
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

住
民

自
ら

危
険

を
予

測
し

避
難

す
る

こ
と

（自
助

）や
、

住
民

同
士

の
避

難
の

呼
び

か
け

（
共

助
）に

よ
っ

て
早

期
避

難
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

３
．

情
報

収
集

・
情

報
共

有
の

効
率

化
気

象
情

報
や

雨
量

・水
位

デ
ー

タ
な

ど
の

防
災

情
報

が
様

々
な

サ
イ

ト
に

散
在

し
て

い
る

た
め

、
住

民
や

行
政

が
効

率
的

に
防

災
情

報
が

収
集

で
き

る
よ

う
防

災
情

報
の

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
化

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

４
．

情
報

伝
達

手
段

の
強

化
・
多

様
化

災
害

時
に

は
、

雷
や

土
砂

崩
落

な
ど

に
よ

る
停

電
や

光
ケ

ー
ブ

ル
の

断
線

、
携

帯
電

話
基

地
局

の
ダ

ウ
ン

な
ど

、
情

報
伝

達
手

段
が

使
え

な
く
な

る
こ

と
が

あ
る

た
め

、
情

報
伝

達
手

段
の

強
化

な
ら

び
に

多
様

化
が

重
要

で
あ

る
。

２
．

安
全

な
場

所
へ

の
早

期
避

難
山

間
地

な
ど

土
砂

を
伴

う
災

害
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
地

域
に

お
い

て
は

、
屋

内
避

難
（垂

直
避

難
）だ

け
で

は
安

全
が

確
保

で
き

な
い

た
め

、
安

全
な

場
所

へ
の

早
期

避
難

が
重

要
で

あ
る

。
①

自
主

防
災

マ
ッ

プ
の

作
成

、
配

布
②

自
主

防
災

組
織

の
設

立
③

自
主

避
難

場
所

の
指

定
④

避
難

訓
練

の
実

施

②
平

時
か

ら
の

住
民

等
へ

の
周

知
・
教

育
・
訓

練
に

関
す

る
事

項
・共

助
の

仕
組

み
の

強
化

：地
区

防
災

計
画

等
の

作
成

促
進

、
地

域
の

防
災

リ
ー

ダ
ー

育
成

を
推

進
・住

民
一

人
一

人
の

適
切

な
避

難
確

保
：マ

イ
・タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

作
成

等
を

推
進

①
情

報
伝

達
、

避
難

計
画

等
に

関
す

る
事

項
・防

災
施

設
の

機
能

に
関

す
る

情
報

提
供

：ダ
ム

や
堤

防
等

の
施

設
の

効
果

や
機

能
、

避
難

の
必

要
性

等
に

関
し

て
住

民
等

へ
周

知

③
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

に
資

す
る

施
設

等
の

整
備

に
関

す
る

事
項

・簡
易

型
河

川
監

視
カ

メ
ラ

：災
害

時
に

画
像

・映
像

に
よ

る
リ

ア
リ

テ
ィ

ー
の

あ
る

災
害

情
報

を
配

信
で

き
る

よ
う

、
機

能
を

限
定

し
た

低
コ

ス
ト

の
河

川
監

視
カ

メ
ラ

を
設

置

（
２

）
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

の
た

め
の

取
組

■
筑
後
川
・
矢
部
川
に
お
け
る
平
成
2
9
年
九
州

北
部
豪

雨
災
害
か
ら
の
教
訓
に
関
連

す
る
改

定
内
容
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防
災
教
育
の
支
援
に
つ
い
て

※
学

校
に

お
け

る
避

難
確

保
計

画
の

作
成

、
計

画
に

基
づ

く
避

難
訓

練
及

び
避

難
訓

練
を

通
じ

た
防

災
教

育
の

支
援

に
つ

い
て

（通
知

）
平

成
3
1
年

3
月

内
閣

府
、

消
防

庁

防
災
教
育
の
促
進
に
関
す
る
2
0
1
9
年

出
水
期

ま
で
の
取
組

（
１

）
避

難
確

保
計

画
の

作
成

及
び

訓
練

の
実

施
の

徹
底

に
関

す
る

通
知

を
発

出
文

部
科

学
省

等
と

の
連

名
で

都
道

府
県

学
校

担
当

者
等

宛
て

に
「
水

防
法

又
は

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
に

お
け

る
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く
避

難
確

保
計

画
の

作
成

及
び

訓
練

の
実

施
の

徹
底

に
つ

い
て

」
に

関
す

る
通

知
を

発
出

。

（
２

）
避

難
確

保
計

画
の

作
成

、
計

画
に

基
づ

く
避

難
訓

練
及

び
避

難
訓

練
を

通
じ

た
防

災
教

育
の

実
施

水
防

法
又

は
土

砂
災

害
防

止
法

に
基

づ
き

市
町

村
地

域
防

災
計

画
に

お
い

て
要

配
慮

者
利

用
施

設
に

定
め

ら
れ

た
小

学
校

、
中

学
校

に
対

し
て

、
避

難
確

保
計

画
の

作
成

、
計

画
に

基
づ

く
避

難
訓

練
及

び
避

難
訓

練
を

通
じ

た
防

災
教

育
の

実
施

に
努

め
る

よ
う

、
協

議
会

等
に

よ
る

支
援

体
制

を
構

築
。

筑
後

川
・
矢

部
川

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

市
町

村
地

域
防

災
計

画
に

お
い

て
要

配
慮

者
利

用
施

設
に

定
め

ら
れ

た
小

学
校

、
中

学
校

○
避

難
確

保
計

画
の

作
成

○
計

画
に

基
づ

く
避

難
訓

練
○

避
難

訓
練

を
通

じ
た

防
災

教
育

の
実

施

支
援

取
組
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高
齢
者
の
避
難
行
動
の
理
解
促
進

※
水

害
か

ら
の

高
齢

者
の

避
難

行
動

の
理

解
促

進
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て
（依

頼
）

平
成

31
年

3月
厚

生
労

働
省

、
国

土
交

通
省

2
0
1
9
年
出
水
期
ま
で
の
取
組

（
１

）
市

町
村

の
高

齢
者

福
祉

部
局

と
の

情
報

共
有

市
町

村
の

防
災

部
局

だ
け

で
な

く
高

齢
者

福
祉

部
局

に
つ

い
て

も
、

協
議

会
等

へ
の

参
加

や
防

災
部

局
か

ら
当

該
協

議
会

等
に

関
す

る
情

報
提

供
を

受
け

る
な

ど
に

よ
り

情
報

共
有

を
実

施
。

（
２

）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

防
災

関
連

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
設

置
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

掲
示

や
避

難
訓

練
の

お
知

ら
せ

等
の

防
災

関
連

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
設

置
。

（
３

）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
の

連
携

協
議

会
毎

に
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

と
連

携
し

た
水

害
か

ら
の

高
齢

者
の

避
難

行
動

の
理

解
促

進
に

向
け

た
取

組
の

実
施

お
よ

び
そ

の
状

況
を

共
有

。

筑
後

川
・
矢

部
川

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

の
取

組
実

施
機

関

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

連
携

水
害

か
ら

の
高

齢
者

の
避

難
行

動
の

理
解

促
進

に
向

け
た

取
組

を
実

施

取
組

例

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
等

の
日

常
業

務
に

お
け

る
防

災
に

関
す

る
取

り
組

み
事

例
を

紹
介

す
る

。

○
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

職
能

団
体

の
災

害
対

応
研

修
の

場
を

活
用

し
、

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

へ
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
を

説
明

す
る

。

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

住
民

向
け

講
座

等
の

機
会

を
活

用
し

た
最

新
の

防
災

・
減

災
施

策
の

説
明

や
高

齢
者

自
身

の
災

害
・
避

難
カ

ー
ド

の
作

成
に

対
す

る
協

力
を

行
う

等
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住
民
自
ら
の
行
動
に
結
び
つ
く
水
害
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
情
報
共
有
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

～
新
聞
等
の
紙
メ
デ
ィ
ア
と
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
連
携
に
つ
い
て
～

○
台

風
接

近
時

等
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

、
避

難
行

動
を

解
説

す
る

記
事

の
掲

載
と

合
わ

せ
て

、
二

次
元

コ
ー

ド
を

新
聞

紙
面

に
表

示
し

て
災

害
情

報
サ

イ
ト

に
リ

ン
ク

さ
せ

る
な

ど
、

紙
面

か
ら

ネ
ッ

ト
情

報
に

導
く
。

わ
が

ま
ち

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

九
州

各
県

別
Q

R
 コ

ー
ド

を
新

聞
紙

面
に

掲
載

予
定

で
す

Q
R

コ
ー

ド
に

よ
り

各
県

の
市

町
村

の

防
災

情
報

（ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

）へ
誘

導
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要
配
慮
者
利
用
施
設
の
避
難
確
保
計
画
作
成
等
の
促
進
に
つ
い
て

～
避
難
確
保
計
画
作
成
の
た
め
の
講
習

会
～

○
令

和
元

年
度

に
、

九
州

で
は

、
下

記
の

各
県

各
市

町
村

に
お

い
て

避
難

確
保

計
画

作
成

の
た

め
の

講
習

会
（
講

習
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
が

開
催

さ
れ

る
予

定
で

す
。

＜
令

和
元

年
度

講
習

会
開

催
予

定
市

町
村

＞
■

福
岡

県
：
久

留
米

市
■

佐
賀

県
：
神

埼
市

■
長

崎
県

：大
村

市
■

熊
本

県
：山

鹿
市

■
大

分
県

：大
分

市
■

宮
崎

県
：宮

崎
市

、
日

向
市

、
高

鍋
町

■
鹿

児
島

県
：薩

摩
川

内
市

※
赤

文
字

：筑
後

川
水

系
内

市
町

村

出
典

）
要

配
慮

者
利

用
施

設
に

お
け

る
避

難
確

保
計

画
作

成
推

進
に

向
け

た
地

方
公

共
団

体
の

取
組

事
例

集
国

土
交

通
省

水
管

理
・
保

全
局

河
川

環
境

課
水

防
企

画
室

平
成

３
１

年
３

月

平
成

2
9
年

度
講

習
会

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
事

例
（
三

重
県

津
市

）
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

筑
後

川
・

矢
部

川
に

関
す
る

防
災

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト

筑
後

川
河

川
事

務
所

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
Ｔ

Ｏ
Ｐ

ペ
ー

ジ
よ

り
閲

覧
で

き
ま

す
。

①

⑤

③

④

②

①
雨

量
レ

ー
ダ

ー
②

ラ
イ
ブ

カ
メ

ラ

③
河

川
水

位
④

避
難
に

関
す

る
情

報

・
九

州
防

災
ポ

ー
タ

ル
サ
イ

ト

・
気

象
情

報

・
ダ

ム
情

報

・
水

門
・

樋
門

・
樋

管
の
開

閉
情

報

・
危

機
管

理
型

水
位

計

・
各

県
防

災
情

報

⑤
他

機
関

情
報

ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
q
s
r
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
c
h
i
k
u
g
o
/
b
o
u
s
a
i
/
t
i
k
u
g
o
y
a
b
e
b
o
u
s
a
i
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

筑
後

川
①

危
機

管
理

型
水

位
計

設
置

位
置

図
（

筑
後
川
・
矢
部
川
水
系
全

体
）

凡
例

：
危
機
管
理
型
水
位

計

：
既
設
水
位
計

筑
後

川
②

筑
後

川
③

筑
後

川
④

矢
部

川
①

筑
後

川
河

川
事

務
所

に
お

い
て

は
、

平
成

3
0

年
度

に
筑

後
川

と
矢

部
川

水
系

で
5

4
基

（
筑

後
川

水
系

：
４

８
基

、
矢

部
川

水
系

：
6

基
）

の
危

機
管

理
型

水
位

計
を

設
置

し
ま

し
た

。

【
花

月
川

7
k6
1
0
m

（
岡

本
橋

）
】
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

危
機

管
理

型
水

位
計

設
置

位
置

図
（

筑
後

川
①

）

凡
例

：
危
機
管
理
型

水
位
計

：
既
設
水
位
計

・
筑
後
川

・
早
津
江
川
・
佐
賀
江

川
・
城
原
川
・
田
手
川

・
広
川

田 手 川

城 原 川

- 48 -



九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

筑
後

川

高 良 川

安 良 川

危
機

管
理

型
水

位
計

設
置

位
置

図
（

筑
後

川
②

）

凡
例

：
危
機
管
理
型

水
位
計

：
既
設
水
位
計

・
筑
後
川

・
宝
満
川
・
安
良
川
・

高
良
川
・
巨
瀬
川
・
小

石
原
川
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

危
機

管
理

型
水

位
計

設
置

位
置

図
（

筑
後

川
③

）

・
筑
後
川

・
巨
瀬
川
・
佐
田
川
・

隈
上
川

筑
後

川

凡
例

：
危
機
管
理
型

水
位
計

：
既
設
水
位
計
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

危
機

管
理

型
水

位
計

設
置

位
置

図
（

筑
後

川
④

）

隈
川

・
筑
後
川

・
花
月
川
・
庄
手
川
・

隈
川
・
玖
珠
川

凡
例

：
危
機
管
理
型

水
位
計

：
既
設
水
位
計
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

危
機

管
理

型
水

位
計

設
置

位
置

図
（

矢
部

川
①

）

・
矢
部
川

・
飯
江
川

凡
例

：
危
機
管
理
型

水
位
計

：
既
設
水
位
計
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

危
機

管
理

型
水
位

計
運

用
シ
ス

テ
ム

～
概
要

説
明

～

危
機

管
理

型
水

位
計

運
用

シ
ス

テ
ム

（
h

tt
p

s:
//

k.
ri

ve
r.

g
o

.jp
/）

で
は

、
洪

水
時

の
み

に
河

川
水

位
を

観
測

す

る
水

位
計

や
カ

メ
ラ

が
設

置
さ

れ
て

い
る

箇
所

の
河

川
の

状
況

や
水

位
を

映
像

、
横

断
図

、
グ

ラ
フ

に
よ

っ
て

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
確

認
す

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。

②
水

位
グ

ラ
フ

①
河

川
横

断
図

③
観

測
値

一
覧

横
断

図
の

日
付

を
表

示

バ
ー

に
よ

り
日

付
を

調
整

観
測

開
始

水
位

を
超

え
る

と
10

分
刻

み
で

観
測

を
開

始

堤
防

ま
で

の
高

さ
を

表
示

２
．

今
後

の
展

開

・
危

機
管

理
型

水
位

計
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
川

の
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。

・
危

機
管

理
型

水
位

計
運

用
シ

ス
テ

ム
を

通
し

て
、

氾
濫

の
危

険
度

や
、

避
難

の
タ

イ
ミ

ン
グ

等
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

1.
確

認
出

来
る

情
報

川
の

水
位

が
ど

こ
ま

で
上

が
っ

て
い

る
の

か
把

握
で

き
ま

す
。

時
間

毎
（
10

分
）
に

変
動

す
る

川
の

水
位

が
ど

の
よ

う
に

推
移

し
て

い
る

の
か

を
把

握
出

来
ま

す
。

時
間

毎
に

変
動

す
る

川
の

水
位

を
、

堤
防

ま
で

の
高

さ
を

基
準

に
数

値
で

確
認

出
来

ま
す

。

堤
防

天
端

か
ら

水
位

ま
で

の
高

さ
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情
報

の
受

発
信

に
関

す
る

取
組

■
【
取

組
項

目
N

o
 筑

-
中

下
-
1
3
（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）
】
水

門
・
樋

門
・
樋

管
の

開
閉

情
報

の
公

開
（
久

留
米

市
）

○
水

門
・
樋

門
・
樋

管
の

開
閉

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

全
体

図
か

ら
確

認
し

た
い

エ
リ

ア
を

選
択

で
き

る

水
門
の
開
閉
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
避

難
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

開
閉

状
況

・
開

閉
時

間
を

水
門

ご
と

に
確

認
で

き
る
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避難判断基準及び発令対象区域（久留米市） 
  

【別表１】 

・水位周知河川（隈上川、小石原川、巨瀬川、大刀洗川、宝満川、高良川、広川、田手川） 

 

・中小河川（金丸川、山ノ井川、下弓削川、陣屋川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別表２】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難情報  基準 （次のいずれかに該当した場合に発令する） 

避難準備・高齢
者等避難開始  

・大 雨 警 報 （浸 水 害 ）又 は洪 水 警 報 が発 表 されている場 合 で、水 位 観 測 所
の水位が『氾濫注意水 位 』に到達した場合  

避難勧告  
・大 雨 警 報 （浸 水 害 ）又 は洪 水 警 報 が発 表 されている場 合 で、水 位 観 測 所
の水位が『避難判断水 位 』に到達した場合  

避難指示  
（緊急） 

・避 難 情 報 が発 令 されている場 合 で、水 位 観 測 所 の水 位 が『氾 濫 危 険 水
位』に到達した場合  

避難情報  基準 （次のいずれかに該当した場合に発令する） 

避難準備・高齢
者等避難開始  

・大 雨 警 報 （浸 水 害 ）又 は洪 水 警 報 が発 表 されている場 合 で、水 位 観 測 所
の水位が『氾濫注意水 位 』（『避難準備水位』）に到達した場合 

避難勧告  

・大 雨 警 報 （浸 水 害 ）又 は洪 水 警 報 が発 表 されている場 合 で、水 位 観 測 所

の水位が『氾濫危険水 位 』（『避難勧告水位』）に到達した場合 

・大 雨 警 報 （浸 水 害 ）又 は洪 水 警 報 が発 表 されている場 合 で、水 門 又 は樋

門を閉じた場合 

避難指示  
（緊急） 

・避 難 情 報 が発 令 されている場 合 で、水 位 観 測 所 の水 位 が『氾 濫 危 険 水
位』（『避難勧告水位』）に到達し、かつ水門又は樋 門を閉じた場合 

氾濫危険水位 いつ氾濫してもおかしくない状態 

避難等の氾濫発生に対する対応を求める段階

避難判断水位 避難準備などの氾濫発生に対する警戒を求め

る段階 

氾濫注意水位 氾濫の発生に対する注意を求める段階 

- 55 -



平
常

時
か

ら
の

水
害

リ
ス

ク
情

報
の

提
供

等

■
【
取

組
項

目
N

o
 筑

-
中

下
-
2
0

（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）

】
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
・
公

表
（
鳥

栖
市

）

○
新

た
に

公
表

さ
れ

た
浸

水
想

定
区

域
（

筑
後

川
・

宝
満

川
・

大
木

川
・

安
良

川
・

秋
光

川
・

大
刀

洗
川

）
を

反
映

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
（

Ａ
４

・
５

６
ペ

ー
ジ

）
を

作
成

。

○
保

存
用

に
ポ

ケ
ッ

ト
付

き
カ

バ
ー

及
び

日
頃

か
ら

確
認

で
き

る
よ

う
大

判
マ

ッ
プ

を
作

成
。

○
外

国
人

・
学

生
で

も
読

み
や

す
い

よ
う

、
ふ

り
が

な
を

併
記

。

（
課

題
）

配
る

だ
け

で
終

わ
る

の
で

は
な

く
、

防
災

訓
練

や
出

前
講

座
の

機
会

を
活

用
し

な
が

ら
、

内
容

に
つ

い
て

周
知

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
。

ハ
ザ

ー
ド
マ

ッ
プ

カ
バ

ー

大
判

マ
ッ

プ
そ

れ
ぞ

れ
の

ポ
ケ

ッ
ト
に

本
マ

ッ
プ

及
び

防
災

に
関

す
る

お
知

ら
せ

を
収

納
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
捨

て
ら

れ
に

く
い

よ
う

な
工

夫
を

行
っ

た
。

土
砂

災
害

警
戒

区
域

と
あ

わ
せ

て
掲

載
。

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

よ
う

、
浸

水
の

深
さ

は
イ

ラ
ス

ト
と

色
で

表
し

て
い

る
。
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防
災

に
関

す
る

啓
発

活
動

■
【
取

組
項

目
N

o
１

（
ア

ン
ケ

ー
ト

２
）
】

防
災

マ
ッ

プ
作

成
訓

練
（
大

刀
洗

町
）

○
８

行
政

区
か

ら
な

る
自

主
防

災
組

織
（

本
郷

校
区

）
と

連
携

し
、

地
区

防
災

マ
ッ

プ
を

作
成

○
町

内
河

川
・

た
め

池
の

浸
水

想
定

地
域

、
危

険
箇

所
、

各
地

区
の

避
難

場
所

・
避

難
所

の
把

握
を

指
導

○
地

区
内

の
要

配
慮

者
宅

（
避

難
行

動
要

支
援

者
）

を
経

由
し

た
避

難
経

路
の

作
成

を
指

導

図
上

訓
練

の
状

況
（
H

３
１

.３
.９

）
参

加
人

数
：
約

５
０

名
参

加
者

：
区

長
、

議
員

、
民

生
委

員
老

人
ク

ラ
ブ

、
民

間
福

祉
施

設
職

員
職

員
（
消

防
防

災
安

全
係

）

効
果
：
浸
水
想
定
地
域
の
把
握
（
最
大
浸
水
想
定
・
た
め
池
浸
水
想
定
）
、
要
配
慮
者
の
避
難
誘
導
を

含
む
安
全
な
避
難
経
路
の
検
討
に
よ
り
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
識
能
向
上
と
地
域
防
災
力
向

上
に
繋
が
っ
た
。

課
題
：
地
区
内
の
要
配
慮
者
（
避
難
行
動
要
支
援
者
）
の
把
握
数
は
少
数
で
あ
り
、
各
地
区
毎
に
住
民

を
多

く
参
加
さ
せ
た
訓
練
が
必
要
（
避
難
行
動
要
支
援
者
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
。
）

＋

訓
練

の
様

子
地

区
防

災
マ

ッ
プ
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防
災

に
関

す
る

啓
発

活
動

■
【
取

組
項

目
N

o
２

】
広

報
誌

を
活

用
し

た
わ

か
り

や
す

い
防

災
情

報
の

提
供

（
朝

倉
市

）
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安
全

な
場

所
へ

の
早

期
避

難

■
【
取

組
項

目
N

o
４

】
自

主
防

災
マ

ッ
プ

の
作

成
・
更

新
と

一
時

避
難

場
所

の
掲

載
（
朝

倉
市

）

出
典

：
広

報
あ

さ
く
ら

復
興

ニ
ュ

ー
ス

N
o
.8

 
2
0
1
8
.6

.1
5
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防
災

に
関

す
る

啓
発

活
動

■
【
取

組
項

目
N

o
筑

-
中

下
-
１

（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）

】
水

害
記

憶
の

伝
承

、
講

習
会

、
パ

ネ
ル

展
の

実
施

（
鳥

栖
市

）

○
昭

和
２

８
年

筑
後

川
大

水
害

写
真

展
の

実
施

（
Ｈ

3
0

.1
1

.2
0

～
2

5
）

「
筑

後
川

大
水

害
を

考
え

る
会

」

場
所

：
鳥

栖
市

立
図

書
館

○
親

子
・

こ
ど

も
向

け
に

「
ぼ

う
さ

い
体

験
教

室
」

（
ぼ

う
さ

い
ぬ

り
え

、
避

難
路

を
さ

が
そ

う
等

）

○
昭

和
２

８
年

大
水

害
の

語
り

部
に

よ
る

体
験

発
表

（
Ｈ

3
0

.1
1

.2
5

）

過
去

の
大

水
害

の
記

録
を

写
真

で
見

る
こ

と
と

当
時

の
経

験
を

聞
く

こ
と

で
、

改
め

て
防

災
に

対
す

る
啓

発
を

行
え

た
。

ぼ
う

さ
い

ぬ
り
え

昭
和

２
８
年

筑
後

川
大

水
害

写
真

展
鳥

栖
市

立
図

書
館

（
Ｈ

3
0
.1

1
.2

0
～

2
5
）

語
り
部

に
よ

る
体

験
発

表
と

親
子

・
子

ど
も

向
け

の
「
ぼ

う
さ

い
体

験
教

室
」
は

Ｈ
3
0
.1

1
.2

5
の

み

避
難

路
を

さ
が

そ
う
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水
防

災
教

育
の

普
及

・
拡

充

■
【
取

組
項

目
N

o
 筑

-
中

下
-
7

（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）

】
学

校
教

育
機

関
と

連
携

し
た

防
災

教
育

（
鳥

栖
市

）

○
市

内
１

２
小

中
学

校
を

対
象

と
し

た
総

合
的

な
防

災
教

育
。

○
内

容
は

、
座

学
、

着
衣

水
泳

、
避

難
訓

練
、

消
火

訓
練

、
熊

本
視

察
研

修
な

ど
多

岐
に

わ
た

る
。

○
佐

賀
地

方
気

象
台

、
筑

後
川

河
川

事
務

所
、

鳥
栖

消
防

署
、

日
本

赤
十

字
社

佐
賀

県
支

部
等

と
連

携
。

H
3
0
.1

2
.2

0
筑

後
川

河
川

事
務

所
に

よ
る

出
前

講
座

基
里

中
学

２
年

（
効

果
）

児
童

の
み

で
は

な
く

、
教

職
員

、
保

護
者

に
対

し
て

も
啓

発
を

行
え

た
。

（
課

題
）

防
災

に
関

す
る

意
識

化
・

行
動

化
を

継
続

的
・

系
統

的
に

指
導

し
て

い
く

こ
と

。

H
3
0
.7

.1
3

日
赤

の
指

導
に

よ
る

着
衣

水
泳

鳥
栖

小
４

年

H
3
0
.1

0
.2

4
教

職
員

を
対

象
と

し
た

気
象

台
に

よ
る

研
修

基
里

小
教

職
員

H
3
0
.1

0
.1

0
防

災
に

関
す

る
公

開
授

業
鳥

栖
小

５
年

H
3
1
.1

.3
0

市
防

災
担

当
に

よ
る

出
前

講
座

鳥
栖

西
中

学
1
年
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自
主

防
災

組
織

の
設

立
や

地
域

防
災

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
の

支
援

■
【
取

組
項

目
N

o
 筑

-
上

-
2
8

（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）

】
自

主
防

災
組

織
の

設
立

や
地

域
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

を
支

援
（
日

田
市

）

○
地

域
防

災
の

リ
ー

ダ
ー

的
役

割
を

担
う

防
災
士

を
養

成
、

育
成

し
自
主

防
災

組
織

の
防

災
力
の

向
上

を
図

る
取

り
組
み

を
進

め
て
い

る
。

大
分

県
事

業
で

あ
る

防
災

士
養

成
事

業
と

連
携

し
、

日
田

市
に

お
い

て
も

防
災

士
の

養
成

を
進

め
て

い
る

。
な

お
、

日
田

市
で

は
防

災
士

が
自

主
防

災
組

織
（
自

治
会

）
の

中
で

活
動

し
て

も
ら

う
こ

と
が

地
域

防
災

力
（
自

助
、

共
助

）
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
、

自
治

会
か

ら
の

推
薦

に
よ

り
防

災
士

資
格

取
得

の
助

成
を

行
っ

て
い

る
。

H
28

実
績

H
29

実
績

H
30

実
績

R
元

計
画

養
成

数
（人

）
5
0

5
5

7
1

5
0

累
計

（
人

）
4
0
6

4
6
1

5
3
2

5
8
2

■
防

災
士

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

（
資

格
取

得
者

を
対

象
に

年
３

回
実

施
：
毎

回
テ

ー
マ

を
変

え
て

実
施

）
■

平
成

３
０

年
６

月
に

は
、

全
防

災
士

を
対

象
に

Ｈ
２

９
九

州
北

部
豪

雨
に

お
い

て
実

際
に

被
害

を
受

け
た

地
域

の
防

災
士

２
名

の
実

体
験

に
よ

る
講

演
会

を
開

催
。

身
近

に
起

き
た

災
害

へ
の

対
応

や
課

題
等

に
つ

い
て

共
有

。
■

自
主

防
災

組
織

（
自

治
会

）
か

ら
の

推
薦

に
よ

る
こ

と
で

、
地

区
で

の
活

動
に

入
り

や
す

い
環

境
と

し
て

い
る

。
■

防
災

士
同

士
の

意
見

交
換

や
活

動
状

況
の

共
有

を
図

る
た

め
、

大
山

地
区

（
８

自
治

会
）
で

は
、

防
災

士
の

協
議

会
を

設
立

し
、

防
災

士
同

士
で

顔
の

見
え

る
活

動
の

展
開

を
図

っ
て

い
る

。
今

後
他

の
地

区
に

も
広

め
て

い
く
予

定
。

※
Ｈ

24
以

降
、

毎
年

50
人

の
資

格
取

得
を

目
標

に
推

進
。

Ｈ
30

年
度

末
現

在
、

53
2名

を
養

成
。

（
課
題
等
）

・
高
齢
化
の
進
ん
だ
規
模
の
小
さ
な
自
治
会
な
ど
は
、
防
災
士
の
な
り
手
が
不
足
し
て
い
る
。

・
養
成
後
も
高
い
防
災
意
識
を
継
続
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
多
く
の
防
災
士
に
研
修
会
等
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
活
動
の
差
が
大
き
い
。

※
防
災
士
は
、
防
災
の
基
礎
的
知
識
や
災
害
の
怖
さ
な
ど
を
研
修
会
を
通
じ
て
学
ん
で
お
り
“

自
分
の

命
は

自
分

で
守

る
・

地
域
で

守
る

”
意

識
を
全

市
民

に
広

め
て
い

く
た

め
に

、
地
域

内
で

防
災

リ
ー
ダ

ー
的

役
割

を
担
い

活
動

し
て

い
る
。

防
災
士
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
防
災
意
識
の
向
上
や
、
早
期
避
難
意
識
の
醸
成

が
図

ら
れ
る
。

地
区

の
防

災
訓

練
で

も
リ
ー

ダ
ー

的
役

割
で

活
動

し
て

い
る

。
（

オ
レ

ン
ジ

ベ
ス

ト
）
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防
災

体
制

の
強

化
（
そ

の
１

）

■
【
取

組
項

目
N

o
１

８
（
ア

ン
ケ

ー
ト

２
）

】
行

政
区

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

と
マ

イ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

作
成

（
東

峰
村

）

○
「

い
つ

」
「

誰
が

」
「

何
を

す
る

の
か

」
を

時
系

列
で

整
理

し
た

自
分

自
身

の
防

災
計

画

R
1
.５

.７
い

ず
み

館
参

加
人

数
：
約

7
0
名

〇
平
成
３
０
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
、
地
区
防
災
マ
ッ
プ

が
完
成
し
た
た
め
、
５
月
に
４
会
場
で
行
政
区
部
会
を
開

催
す
る
。

〇
意
見
を
出
し
合
っ
て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ベ
ー
ス
作
り
。

〇
６
月
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ベ
ー
ス
を
各
家
庭
に
配
布
し
、

６
月
２
３
日
（
日
）
の
防
災
訓
練
で
実
際
に
使
用
す
る
。

さ
ら
に
避
難
し
た
住
民
同
士
で
内
容
の
検
討
を
行
い
、

改
良
し
て
い
く
予
定
。

〇
現
在

作
成

中
で
あ

り
、

効
果
に

つ
い

て
は
不

明
。

今
ま
で

と
は

違
う
考

え
が

出
来
て

、
事

前
に

行
動

が
と

れ
る

も
の

と
考

え
る

。
〇

A
3用

紙
両

面
印

刷
ラ

ミ
ネ

ー
ト

し
て

１
０

月
ま

で
に

各
家

庭
に

配
布

予
定

。
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行
政

区
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
・

個
人

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
作

成
（

○
○

行
政

区
）

東
峰

村

時
間

気
象

情
報

県
・

村
行

政
区

・
個

人
こ

の
他

に
行

い
た

い
行

動
計

画
を

記
入

事
前

対
策

〇
事

前
対

策
の

確
認

〇
職

員
体

制
、

伝
達

体
制

〇
備

蓄
資

材
、

避
難

場
所

〇
自

主
防

災
組

織
要

支
援

者
支

援
等

行
政

区
部

会
の

集
計

住 民 が 検 討 し た 結 果 を 記 入 す る 部 分

早
期

注
意

情
報

 
警

戒
レ

ベ
ル

１
 

前
日

〇
気

象
情

報
の

発
表

・
台

風
、

大
雨

情
報

等
〇

職
員

の
連

絡
体

制
配

備
体

制
の

確
認

〇
情

報
収

集
〇

自
主

避
難

、
注

意
の

呼
び

か
け

（
防

災
無

線
）

行
政

区
部

会
の

集
計

 
警

戒
レ

ベ
ル

２
 

半
日

～
数

時
間

前

大
雨

注
意

報

〇
災

害
警

戒
本

部
設

置
〇

指
定

緊
急

避
難

場
所

開
設

（
３

箇
所

）
〇

避
難

準
備

・
高

齢
者

等
避

難
開

始
発

令
（

防
災

無
線

）
〇

警
報

発
令

（
防

災
無

線
）

〇
避

難
勧

告
準

備

行
政

区
部

会
の

集
計

 
警

戒
レ

ベ
ル

３
 

大
雨

警
報

（
土

砂
災

害
）

２
時

間
程

前

〇
避

難
勧

告
発

令
（

防
災

無
線

）
☆

全
員

避
難

〇
指

定
緊

急
避

難
場

所
開

設
（

６
箇

所
）

 
警

戒
レ

ベ
ル

４
 

記
録

的
短

時
間

大
雨

情
報

土
砂

災
害

警
戒

情
報

〇
災

害
対

策
本

部
設

置
〇

避
難

指
示

（
緊

急
）

発
令

（
防

災
無

線
）

行
政

区
部

会
の

集
計

〇
特

別
警

報
の

住
民

周
知

大
雨

特
別

警
報

災
害

発
生

！
 

警
戒

レ
ベ

ル
５

 
〇

状
況

が
分

か
り

次
第

、
住

民
周

知

防
災

体
制

の
強

化
（
そ

の
２

）

■
【
取

組
項

目
N

o
１

８
（
ア

ン
ケ

ー
ト

２
）

】
行

政
区

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

と
マ

イ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

作
成

（
東

峰
村

）
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避
難

場
所

・
避

難
経

路

■
【
取

組
項

目
N

o
筑

-
中

下
－

３
４

（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）

】
（
佐

賀
市

）

民
間

事
業

者
等

と
の

災
害

時
に

お
け

る
一

時
避

難
所

と
し

て
の

施
設

利
用

に
関

す
る

協
定

等
の

締
結

○
災

害
情

報
の

共
有

○
佐

賀
市

が
佐

賀
少

年
刑

務
所

に
対

し
て

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

供
給

を
行

う

○
佐

賀
少

年
刑

務
所

が
佐

賀
市

に
対

し
て

、
避

難
場

所
等

の
提

供
を

行
う

【
協

定
締

結
日

】
平

成
３

１
年

２
月

１
日

佐
賀

市
の

三
次

避
難

所
と

し
て

指
定

し
、

鍛
錬

場
、

職
員

待
機

所
な

ど
を

避
難

所
と

し
て

使
用

す
る

こ
と

が
可

能
 

市
民

の
安

全
安

心
及

び
市

の
防

災
力

向
上

に
繋

が
る
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安
全

な
場

所
へ

の
早

期
避

難

■
【
取

組
項

目
N

o
.８

（
ア

ン
ケ

ー
ト

２
）
】

避
難

行
動

要
支

援
者

の
個

別
支

援
計

画
策

定
（
み

や
ま

市
）

○
地

域
の

避
難

行
動

要
支

援
者

の
把

握

○
避

難
協

力
者

や
避

難
ル

ー
ト

の
決

定

○
関

係
機

関
が

連
携

し
た

避
難

訓
練

の
実

施

避
難

情
報

の
伝

達
や

避
難

行
動

要
支

援
者

の
避

難
支

援
体

制
を

確
認

す
る

た
め

、
み

や
ま

市
、

み
や

ま
市

消
防

団
、

み
や

ま
市

消
防

本
部

、
柳

川
警

察
署

、
自

主
防

災
組

織
が

連
携

し
て

避
難

訓
練

を
実

施
し

ま
し

た
。

要
支

援
者

の
避

難
に

あ
た

っ
て

は
、

市
の

自
主

防
災

組
織

育
成

補
助

金
を

活
用

し
て

整
備

さ
れ

た
車

い
す

な
ど

が
使

用
さ

れ
ま

し
た

。
H

3
0
.5

.2
7

参
加

人
数

：
約

8
0
名
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災
害

発
生

時
の

市
町

等
へ

の
支

援

■
【
取

組
項

目
N

o
筑

-
中

下
－

５
４

（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）
】

（
佐

賀
市

）

市
町

、
県

が
実

施
す

る
防

災
訓

練
に

、
公

益
事

業
者

、
国

等
が

参
加

し
、

大
規

模
災

害
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施

○
佐

賀
市

本
庄

地
区

に
お

い
て

、
各

関
係

機
関

の
協

力
を

得
て

総
合

防
災

訓
練

を
実

施
○

情
報

伝
達

訓
練

を
兼

ね
、

防
災

行
政

無
線

、
さ

が
ん

メ
ー

ル
、

防
災

ラ
ジ

オ
で

情
報

伝
達

を
実

施
○

自
主

防
災

組
織

と
の

連
携

に
よ

る
避

難
所

開
設

・
運

営
訓

練
を

実
施 【

平
成

３
０

年
１

１
月

１
１

日
】

避
難

所
へ
の
避

難
状

況
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓
練

水
道

管
復

旧
訓

練

避
難

所
開

設
・
運

営
訓

練
【
Ｈ
Ｕ
Ｇ
研
修
】

立
ち
往

生
車

両
の
排

除
訓

練
炊

き
出

し
訓

練
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水
防

に
関

す
る

取
り

組
み

■
【
取

組
項

目
N

o
 筑

-
上

-
４

２
（
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）
】洪

水
時

に
お

け
る

河
川

管
理

者
等

か
ら

自
治

体
等

へ
の

情
報

提
供

に
関

す
る

取
組

（
大

分
県

）

①
上

昇
速

度
が

速
い

水
位

の
変

化
を

把
握

す
る

た
め

の
危

機
管

理
型

水
位

計
や

河
川

監
視

カ
メ

ラ
の

設
置

に
関

す
る

検
討

○
こ

れ
ま

で
の

取
組

：
設

置
場

所
の

検
討

を
行

い
、

日
田

市
に

４
基

、
玖

珠
町

に
１

基
、

九
重

町
に

１
基

設
置

（
平

成
３

０
年

６
月

）

既
存

の
水

位
計

に
加

え
、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
に

よ
り

水
位

情
報

を
入

手
で

き
る

こ
と

か
ら

、
住

民
の

避
難

判
断

の
ひ

と
つ

と
し

て
活

用
し

て
い

た
だ

く
。

危
機
管
理
型
水
位
計
設
置
状
況

日
田

・
玖

珠
土

木
管

内

河
川

名
橋

梁
名

設
置

基
数

設
置

日

熊
尾

川
両

組
橋

１
H

30
.6

.1
9

鶴
河

内
川

平
寒

水
橋

１
H

30
.6

.1
8

二
串

川
二

串
橋

１
H

30
.6

.2
1

小
野

川
下

横
江

橋
１

H
30

.6
.1

8

太
田

川
原

口
橋

１
H

30
.6

.2
5

松
葉

川
団

子
橋

１
H

30
.6

.2
5
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

※
本

資
料

の
数

値
は

速
報

値
及

び
暫

定
値

の
た

め
今

後
の

調
査

で
変

わ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

近
年

の
出

水
概

要

九
州

地
方

整
備

局

筑
後

川
河

川
事

務
所

- 69 -



九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

39
1.

5 

64
9.

0 

14
7.

0 

61
.5

 
53

.5
 

15
0.

5 

33
0.

5 

13
7.

0 
20

4.
0 

27
8.

0 
29

1.
0 

44
1.

5 

88
.5

 

22
6.

5 

61
.0

 

33
9.

0 
33

8.
5 

19
6.

9 
17

9.
5 

75
.5

 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

6⽉
7⽉

8⽉
9⽉

10
⽉

(m
m

)

佐
賀
H2
4

佐
賀
H2
9

佐
賀
H3
0

佐
賀
平
年

佐
賀
市

42
1.

5 

89
0.

0 

15
1.

0 
11

0.
5 

64
.0

 
13

5.
0 

33
1.

5 
15

9.
0 

24
1.

0 
27

5.
5 

36
3.

5 
47

6.
0 

64
.0

 

21
7.

5 

50
.0

 

34
0.

4 
32

9.
4 

18
9.

6 
16

7.
1 

78
.0

 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

6⽉
7⽉

8⽉
9⽉

10
⽉

(m
m

)

久
留
⽶
H2
4

久
留
⽶
H2
9

久
留
⽶
H3
0

久
留
⽶
平
年

久
留
⽶
市

37
7.

0 

10
14

.5
 

29
2.

5 

67
.0

 
69

.5
 

17
8.

0 

56
1.

5 

17
4.

5 
22

9.
0 

35
3.

0 
29

1.
5 

50
0.

5 

38
.0

 

36
4.

5 

49
.5

 

35
3.

1 
33

3.
4 

16
8.

2 
16

7.
5 

77
.6

 

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

6⽉
7⽉

8⽉
9⽉

10
⽉

(m
m

)

⽇
⽥
H2
4

⽇
⽥
H2
9

⽇
⽥
H3
0

⽇
⽥
平
年

⽇
⽥
市

筑
後

川
河

川
事

務
所

管
内
の

出
水

概
要

■
主
要
洪
水

出
水
期
の
降
雨
記
録

（
出

典
：

気
象

統
計

情
報
<
気

象
庁

>）

※
（

平
年

値
：

１
９
８
１
～
２

０
１
０

年
の

３
０
年

間
の
平

均
降
水

量
)

H
3
0
年

平
年

比
較

梅
雨

入
り

6
月

5
日

頃
6
月

5
日

頃
平

年
並

み

梅
雨

明
け

7
月

9
日

頃
7
月

1
9
日

頃
1
0
日

早
い

■
平
成
3
0年

度
梅
雨
の
記
録

（
出

典
：

気
象

統
計

情
報
<
気

象
庁

>）

＜
梅
雨
期
間
：
北
部
九

州
＞
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

１
．

降
雨

の
概

要
①

（
降

雨
分

布
）

下
図
は
、
７
月
５

日
か
ら
７
月
７
日
に

お
け
る
、
流
域
内
の

各
雨
量
観
測
所
の
最

大
４
８
時
間
降
雨
を

基
に
作
成
し
た
等
雨

量
線
図
で
す
。

２
０
０
ｍ
ｍ
以
上
の

雨
が
広
範
囲
に
流
域

全
体
に
降
っ
た
ほ
か

、
特
に
久
留
米
市
、

鳥
栖
市
、
小
郡
市
、

大
刀
洗
町
、
朝
倉

市
の
あ
る
下
流

～
中
流
域
で
は
４
０

０
ｍ
ｍ
～
５
０
０
ｍ

ｍ
を
越
え
る
大
雨
と

な
り
、
河
川
水
位
の

上
昇
や
浸
水
被
害
の

要
因
と
な
り
ま
し
た

。

平
成
３
０
年
７
月
豪
雨

平
成

２
４

年
九

州
北

部
豪
雨

平
成

２
９

年
九

州
北

部
豪
雨

最
大

４
８

時
間

降
雨

の
等

雨
量

線
図

※
本

資
料
の
数

値
は
、
速
報
値
及

び
暫
定
値

で
あ
る
た
め
、
今

後
の
調
査

で
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま

す
。

1
6
7
 

3
5
1
 

2
4
2
 

3
7
8
 

2
1
8
 

4
5
8
 

2
4
2
 

4
5
2
 

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

H
2
4
.7

.3
洪

水
H

2
4
.7

.1
4
洪

水
H

2
9
.7

.5
洪

水
H

3
0
.7

.6
洪

水

雨量（mm）

流
域

平
均

雨
量

4
8
時

間
雨

量
総

雨
量

朝
倉
市

東
峰
村

日
田
市

日
田
市

久
留
米
市

鳥
栖
市

小
郡
市

大
刀
洗
町

朝
倉
市

- 71 -



九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

１
．

降
雨

の
概

要
②

（
降

雨
強

度
）

※
本

資
料
の

数
値
は

、
速
報

値
及

び
暫

定
値
で

あ
る
た

め
、

今
後

の
調
査

で
変
わ

る
可

能
性

が
あ
り

ま
す
。

平
成

3
0
年

7
月

5
日

梅
雨

前
線

豪
雨

に
よ

り
、

久
留

米
市

か
ら

鳥
栖

市
、

朝
倉

市
に

あ
る

観
測

所
で

は
、

６
時

間
～

４
８
時

間
雨

量
（
中

～
長

時
間

雨

量
）
で

観
測

史
上

最
大

の
降

雨
強

度
を

記
録

し
ま

し
た

。

小 野 川

筑
前

町

鯛
生

観
測

所
（
国

）
１

時
間

3
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

8
1
位

）
３

時
間

8
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
9
位

）
６

時
間

1
4
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
3
位

）
１

２
時

間
2
4
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
4
位

）
２

４
時

間
4
1
2
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
４

８
時

間
5
0
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

7
位

）

野
上

観
測

所
（
国

）
１

時
間

4
3
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
7
位

）
３

時
間

8
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
4
位

）
６

時
間

1
2
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
2
位

）
１

２
時

間
1
8
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

9
位

）
２

４
時

間
2
5
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

6
位

）
４

８
時

間
3
0
8
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

8
位

）

原
田

観
測

所
（
国

）
１

時
間

7
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
３

時
間

1
5
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
６

時
間

2
6
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

１
２

時
間

3
1
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
２

４
時

間
4
0
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

４
８

時
間

5
1
8
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

久
留

米
観

測
所

（
国

）
１

時
間

3
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
9
位

）
３

時
間

1
1
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
６

時
間

1
7
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

１
２

時
間

2
1
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

２
４

時
間

3
0
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

４
８

時
間

4
0
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

伊
福

観
測

所
（
国

）
１

時
間

5
3
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
3
位

）
３

時
間

8
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
1
位

）
６

時
間

1
6
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

9
位

）
１

２
時

間
2
9
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
２

４
時

間
3
8
8
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
４

８
時

間
5
1
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）

鳥
栖

観
測

所
（
気

）
１

時
間

4
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
３

時
間

1
0
2
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
６

時
間

1
5
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

１
２

時
間

2
1
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

２
４

時
間

2
7
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

４
８

時
間

3
8
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

朝
倉

観
測

所
（
気

）
１

時
間

4
1
.5

ｍ
ｍ

（
観

測
史

上
第

2
0
位

）
３

時
間

9
0
.5

ｍ
ｍ

（
観

測
史

上
第

1
0
位

）
６

時
間

1
5
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
１

２
時

間
2
2
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
２

４
時

間
2
9
5
.5

ｍ
ｍ

（
観

測
史

上
第

3
位

）
４

８
時

間
4
1
2
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）

大
川

観
測

所
（
国

）
１

時
間

5
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
0
位

）
３

時
間

1
0
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

5
位

）
６

時
間

1
4
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
１

２
時

間
1
7
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
２

４
時

間
2
6
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
４

８
時

間
3
4
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）

耳
納

山
観

測
所

（
気

）
１

時
間

4
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

8
位

）
３

時
間

1
0
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
６

時
間

1
7
3
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
１

２
時

間
2
4
2
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
２

４
時

間
3
4
3
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
４

８
時

間
4
4
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）

妹
川

観
測

所
（
国

）
１

時
間

3
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
7
位

）
３

時
間

6
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
2
位

）
６

時
間

1
2
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
3
位

）
１

２
時

間
1
9
8
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
２

４
時

間
2
8
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
４

８
時

間
3
8
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）

田
篭

観
測

所
（
国

）
１

時
間

3
8
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
8
位

）
３

時
間

6
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
4
位

）
６

時
間

1
2
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

9
位

）
１

２
時

間
2
0
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
２

４
時

間
2
8
2
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
４

８
時

間
3
7
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）

杖
立

観
測

所
（
国

）
１

時
間

4
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

9
位

）
３

時
間

1
0
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

7
位

）
６

時
間

1
5
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

6
位

）
１

２
時

間
2
0
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

7
位

）
２

４
時

間
3
0
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
４

８
時

間
3
6
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

5
位

）

日
田

観
測

所
（
気

）
１

時
間

4
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
3
位

）
３

時
間

7
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
9
位

）
６

時
間

1
3
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

7
位

）
１

２
時

間
2
0
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
２

４
時

間
2
9
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
４

８
時

間
3
6
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）

鶴
河

内
観

測
所

（
国

）
１

時
間

3
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
2
位

）
３

時
間

6
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
2
位

）
６

時
間

1
2
3
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
0
位

）
１

２
時

間
1
9
9
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

5
位

）
２

４
時

間
2
9
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

4
位

）
４

８
時

間
4
1
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）

角
枝

観
測

所
（
国

）
１

時
間

4
0
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
4
位

）
３

時
間

9
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
1
位

）
６

時
間

1
6
3
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
１

２
時

間
2
2
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
２

４
時

間
3
0
4
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
４

８
時

間
4
3
2
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

秋
月

観
測

所
（
県

）
１

時
間

4
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

1
6
位

）
３

時
間

1
0
8
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

3
位

）
６

時
間

1
8
5
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
第

2
位

）
１

２
時

間
2
7
6
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

２
４

時
間

3
7
1
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）

４
８

時
間

5
2
7
ｍ

ｍ
（
観

測
史

上
最

大
）
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整
備
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u
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h
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R
e
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o
p
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e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

平
成

3
0
年

7
月

5
日

梅
雨

前
線

豪
雨

に
よ

り
、

観
測

史
上

記
録

的
な

水
位

と
な

っ
た

、
小

渕
（
日

田
市

）
、

荒
瀬

（
う

き
は

市
）
、

片
ノ
瀬

（
久

留
米

市
）
端

間
（
小

郡
市

）
、

中
央

橋
（
久

留
米

市
）
、

栄
田

橋
（
大

刀
洗

町
）
、

金
丸

橋
（
朝

倉
市

）
の

位
置

を
下

図
の

と
お

り
示

し
ま

す
。

筑
前

町

２
．

河
川

水
位

の
概

要

▲

▲

▲

小
渕

水
位

観
測

所

荒
瀬

水
位

観
測

所

金
丸
橋
水
位

観
測
所

栄
田

橋
水

位
観

測
所

端
間

水
位

観
測

所

中
央

橋
水

位
観

測
所

※
▲

は
観

測
史

上
第

１
位

の
水

位
観

測
所

▲
は

〃
第

２
位

〃
は

〃
第

３
位

〃

片
ノ

瀬
水

位
観

測
所

▲ 瀬
ノ
下

水
位
観
測
所▲

▲

▲
杖
立
水
位
観
測
所

日
出
来
水
位
観
測
所

▲

田
手
橋
水
位
観
測
所

▲

花
月

水
位
観
測
所

▲

西
隈
ノ
上
水
位
観
測
所

▲
若
津
水
位
観
測
所

▲

※
本

資
料
の

数
値
は
、
速
報
値
及
び
暫
定
値
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
調
査
で
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

３
.
排

水
機

場
稼

働
状

況
（

排
水

ポ
ン

プ
車

活
動

）

次
の
地
区
に
排
水
ポ
ン
プ
車
を
設
置
し
排
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

○
筑
後
川

右
岸

4
k6
4
0

大
川
市
大
野
島
大
角
地
区

（
排
水
量

６
０
ｍ
３
／
分
）

○
筑
後
川

右
岸

35
k5
8
0

久
留
米
市
北
野
町
鳥
巣
地
区

（
排
水
量

６
０
ｍ
３
／
分
）

○
早
津
江
川

左
岸

2
k7
0
0

佐
賀
市
川
副
町
大
詫
間
地
区

（
排
水
量

３
０
ｍ
３
／
分
）

○
巨
瀬
川

左
岸

9
k4
0
0

久
留
米
市
田
主
丸
町
田
主
丸
地
区
（
排
水
量

６
０
ｍ
３
／
分
）

○
佐
田
川

左
岸

0
k3
8
0

大
刀
洗
町
床
島
地
区

（
排
水
量

３
０
ｍ
３
／
分
）

○
佐
田
川

左
岸

0
k7
2
0

朝
倉
市
長
田
地
区

（
排
水
量

３
０
ｍ
３
／
分
）

大
刀

洗
町

床
島

朝
倉

市
長

田

佐
賀

市
川

副
町

大
詫

間

久
留

米
市

田
主

丸
町

田
主

丸

排
水

活
動

箇
所

大
川

市
大

野
島

大
角

久
留

米
市

北
野

町
鳥

巣

排
水

状
況

（
久

留
米

市
北

野
町

鳥
巣

）

久
留

米
市

長
排

水
状

況
確

認

排
水

状
況

（
大

刀
洗

町
床

島
）

設
置

状
況

（
久

留
米

市
田

主
丸

町
）

排
水

ポ
ン

プ
車

- 74 -



九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

４
．

久
留

米
市

街
部

浸
水

被
害

状
況

③

7
月

7
日

撮
影

②

7
月

6
日

撮
影

①

7月
7日

撮
影

④

④

①②
③
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筑
後

川
河

川
事

務
所

４
.
久

留
米

市
街

部
浸

水
被

害
状

況
（

平
成

３
０

年
７

月
豪

雨
）

浸
水

状
況

（久
留

米
市

浮
島

～
神

埼
市

千
代

田
町

）

浸
水

状
況

（久
留

米
市

浮
島

～
神

埼
市

千
代

田
町

）

浸
水

状
況

（久
留

米
市

）

浸
水

状
況

（大
刀

洗
町

～
久

留
米

市
）
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後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

１
．

自
助

・
共

助
に

よ
る

避
難

１
）
防

災
意

識
の

啓
発

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

朝
倉

市
自

助
・
共

助
に

よ
る

避
難

、
防

災
に

対
す

る
住

民
意

識
の

向
上

防
災

講
座

や
市

イ
ベ

ン
ト

等
で

啓
発

し
て

い
く

筑
前

町
浸

水
想

定
区

域
の

防
災

意
識

が
低

い
。

避
難

訓
練

の
実

施

久
留

米
市

災
害

リ
ス

ク
の

事
前

周
知

出
前

講
座

等
を

活
用

し
た

啓
発

佐
賀

市
災

害
時

に
“
逃

げ
よ

う
と

し
な

い
”
人

々
を

ど
う

や
っ

て
逃

が
す

の
か

、
“
逃

げ
ら

れ
な

い
”
人

々
を

ど
う

や
っ

て
逃

が
す

の
か

。

・
出

前
講

座
等

で
防

災
意

識
の

啓
発

を
行

う
・
住

民
ひ

と
り

ひ
と

り
が

、
自

分
か

ら
情

報
を

取
り

に
行

く
よ

う
な

意
識

改
革

が
必

要
・
自

主
防

災
組

織
の

設
立

を
積

極
的

に
促

進
す

る
・
日

頃
か

ら
地

域
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
促

す

筑
後

市
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

で
は

、
矢

部
川

沿
い

の
3
校

区
2
,6

9
3
世

帯
6
,8

9
6人

に
対

し
て

避
難

準
備

情
報

を
発

令
し

た
が

、
実

際
に

避
難

さ
れ

た
の

は
2
9
世

帯
4
7
人

だ
っ

た
。

－

佐
賀

県
避

難
勧

告
等

を
受

け
、

実
際

に
避

難
し

た
人

が
少

な
か

っ
た

。
県

民
の

防
災

意
識

の
改

善
が

必
要

と
考

え
、

来
年

度
か

ら
広

報
・
啓

発
事

業
の

実
施

を
検

討
中
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川
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川
事

務
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２
）
自

主
防

災
組

織

１
．

自
助

・
共

助
に

よ
る

避
難

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

う
き

は
市

・
自

主
防

災
組

織
の

結
成

促
進

と
活

動
で

き
る

組
織

の
育

成
・
近

く
の

安
全

な
場

所
（
応

急
避

難
所

）
を

自
主

防
災

組
織

で
指

定
す

る
。

自
主

防
災

組
織

の
育

成
推

進
。

み
や

ま
市

行
政

区
（
自

治
会

）
を

単
位

と
し

た
自

主
防

災
組

織
の

設
立

を
推

進
し

て
い

る
が

、
設

立
数

が
伸

び
悩

ん
で

い
る

。

引
き

続
き

、
地

域
で

の
学

習
会

等
を

通
し

て
自

主
防

災
組

織
の

育
成

推
進

に
取

り
組

む
。

３
）
自

助
・
共

助
に

よ
る

避
難

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

柳
川

市
自

助
・
共

助
に

よ
る

避
難

避
難

行
動

要
支

援
者

の
名

簿
登

録
を

福
祉

課
に

て
再

度
行

っ
て

い
る

。
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筑
後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

２
．

安
全

な
場

所
へ

の
早

期
避

難

１
）
避

難
判

断
基

準

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

久
留

米
市

中
小

河
川

の
避

難
情

報
発

令
中

小
河

川
の

避
難

判
断

基
準

の
策

定

日
田

市
避

難
勧

告
等

に
つ

い
て

「
空

振
り

」
を

恐
れ

ず
に

、
早

め
に

発
令

す
る

こ
と

を
心

が
け

て
い

る
が

、
実

態
と

し
て

は
避

難
情

報
（
準

備
、

勧
告

、
指

示
）
を

出
し

て
も

、
実

際
に

避
難

所
へ

避
難

す
る

人
数

が
あ

ま
り

多
く
な

い
。

（
発

令
対

象
範

囲
が

広
い

た
め

、
危

機
感

が
伝

わ
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
）

無
理

に
避

難
所

へ
避

難
す

る
必

要
は

な
い

（
近

く
の

安
全

な
場

所
へ

の
避

難
や

動
く
こ

と
が

か
え

っ
て

危
険

な
場

合
も

あ
る

）と
考

え
る

が
、

今
後

も
早

期
避

難
の

重
要

性
を

啓
発

し
、

推
進

し
て

い
く
上

で
、

避
難

対
象

地
区

に
つ

い
て

は
、

で
き

る
だ

け
狭

い
範

囲
で

出
す

方
が

、
住

民
へ

危
機

感
が

伝
わ

り
や

す
い

と
考

え
る

。
（
広

範
囲

過
ぎ

て
、

自
分

の
場

所
が

本
当

に
危

険
か

わ
か

ら
な

い
と

言
っ

た
意

見
も

頂
戴

し
た

。
）

し
か

し
な

が
ら

、
多

く
の

範
囲

を
対

象
と

す
る

と
、

地
域

の
選

定
、

避
難

所
の

選
定

、
放

送
文

の
作

成
・
準

備
、

エ
リ

ア
メ

ー
ル

、
防

災
メ

ー
ル

等
の

作
成

・
準

備
な

ど
、

発
令

ま
で

に
相

当
の

時
間

を
要

す
る

こ
と

に
な

り
、

迅
速

な
発

令
へ

の
支

障
に

も
な

る
。

ま
た

、
発

令
し

な
か

っ
た

箇
所

で
災

害
が

起
き

た
と

き
（
見

逃
し

）の
説

明
責

任
等

が
発

生
す

る
懸

念
も

あ
る

。

２
）
避

難
所

の
指

定

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

久
留

米
市

指
定

避
難

所
の

浸
水

リ
ス

ク
災

害
種

別
に

応
じ

た
避

難
所

の
指

定

広
川

町
避

難
時

に
指

定
避

難
所

へ
行

く
こ

と
が

で
き

な
い

、
学

校
の

ど
こ

に
避

難
す

れ
ば

い
い

の
か

、
場

所
が

わ
か

り
に

く
い

と
の

報
告

が
あ

っ
た

。

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
見

直
し

の
実

施
。

住
民

に
は

平
常

時
よ

り
避

難
所

の
確

認
を

し
、

指
定

避
難

所
へ

必
ず

避
難

す
る

の
で

は
な

く
、

豪
雨

時
に

は
避

難
経

路
・
状

況
を

考
え

て
、

一
時

避
難

所
・
退

避
所

を
設

定
す

る
よ

う
周

知
し

て
い

く
。
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筑
後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

２
．

安
全

な
場

所
へ

の
早

期
避

難

３
）
避

難
所

の
開

設

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

小
郡

市
避

難
所

の
設

置
・
運

営
に

関
し

て
、

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
の

開
設

が
で

き
な

か
っ

た
。

施
設

管
理

者
に

よ
る

避
難

所
開

設
と

運
営

支
援

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

広
川

町
避

難
所

の
運

営
に

か
か

る
毛

布
・
マ

ッ
ト

な
ど

の
生

活
用

品
等

が
不

足
し

て
い

る
。

次
年

度
よ

り
整

備
を

進
め

、
企

業
と

の
協

定
も

見
直

し
、

確
認

を
行

う
。

４
）
避

難
行

動
要

支
援

者

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

大
牟

田
市

避
難

行
動

要
支

援
者

の
個

別
避

難
計

画
の

策
定

が
進

ん
で

い
な

い
。

ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

と
の

連
携

も
図

り
つ

つ
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
く
。

５
）
避

難
誘

導

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

大
木

町
人

の
命

を
奪

う
よ

う
な

大
水

害
の

発
生

頻
度

が
低

い
地

域
で

の
、

避
難

行
動

の
説

明
の

難
し

さ
（
避

難
所

へ
の

避
難

が
か

え
っ

て
危

険
な

場
合

な
ど

）

自
主

防
災

会
の

研
修

な
ど

に
よ

り
、

本
町

に
お

け
る

避
難

行
動

の
説

明
を

行
う

。
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筑
後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

３
．

情
報

収
集

・
情

報
共

有
の

効
率

化

１
）
情

報
収

集

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

小
郡

市
情

報
収

集
体

制
が

不
十

分
で

あ
り

、
初

動
対

応
の

遅
れ

に
繋

が
っ

た
。

災
害

対
策

本
部

設
置

運
営

訓
練

の
実

施
に

よ
り

、
情

報
連

携
体

制
を

構
築

し
て

い
く
。

み
や

き
町

い
ろ

ん
な

問
い

合
わ

せ
等

が
集

中
し

、
被

害
箇

所
や

冠
水

、
通

行
止

め
箇

所
等

の
把

握
が

で
き

な
か

っ
た

。

早
い

段
階

で
協

議
を

し
、

住
民

へ
の

避
難

情
報

発
令

を
前

提
に

各
部

で
対

応
を

開
始

し
て

も
ら

う
。

２
）
情

報
共

有

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

筑
前

町
情

報
共

有
の

効
率

化
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
関

係
部

署
と

の
情

報
共

有
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v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

４
．

情
報

伝
達

手
段

の
強

化
・
多

様
化

１
）
情

報
伝

達
手

段
の

強
化

・
多

様
化

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

鳥
栖

市
防

災
無

線
の

放
送

が
雨

音
に

消
さ

れ
て

聞
こ

え
な

か
っ

た
。

情
報

伝
達

手
段

の
強

化
・
多

様
化

。
こ

れ
ま

で
の

情
報

伝
達

ツ
ー

ル
に

加
え

て
戸

別
受

信
機

の
導

入
を

検
討

。

柳
川

市
情

報
伝

達
手

段
の

強
化

防
災

無
線

の
増

設
を

検
討

し
て

い
る

。

吉
野

ヶ
里

町
情

報
伝

達
手

段
の

強
化

各
家

庭
へ

の
確

実
な

情
報

を
伝

達
す

る
た

め
の

検
討

実
施

中
。

福
岡

県
情

報
伝

達
手

段
の

強
化

・
多

様
化

平
成

3
1
年

度
よ

り
、

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

の
運

用
開

始
。

防
災

情
報

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

、
緊

急
速

報
メ

ー
ル

、
防

災
メ

ー
ル

、
L
ア

ラ
ー

ト
へ

の
防

災
情

報
の

一
括

発
信

を
可

能
と

し
た

。

み
や

ま
市

防
災

無
線

で
の

情
報

伝
達

に
は

限
界

が
あ

る
た

め
、

情
報

伝
達

手
段

の
多

様
化

が
必

要
で

あ
る

。
新

た
な

情
報

伝
達

手
段

を
模

索
し

て
い

る
。

小
郡

市
防

災
無

線
に

よ
る

放
送

が
聞

こ
え

な
い

と
の

意
見

が
あ

っ
た

。
防

災
無

線
の

放
送

内
容

の
電

話
に

よ
る

自
動

応
答

・
H

P
へ

の
放

送
内

容
の

自
動

掲
載

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
。

㈱
ヤ

フ
ー

と
災

害
協

定
を

締
結

し
、

ヤ
フ

ー
防

災
速

報
ア

プ
リ

に
よ

る
災

害
情

報
の

配
信

が
可

能
に

な
っ

た
。
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

４
．

情
報

伝
達

手
段

の
強

化
・
多

様
化

２
）
要

配
慮

者
へ

伝
達

手
段

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

大
刀

洗
町

現
在

、
避

難
勧

告
等

の
住

民
へ

周
知

は
、

エ
リ

ア
メ

ー
ル

、
防

災
メ

ー
ル

ま
も

る
く
ん

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
、

広
報

車
、

行
政

区
長

へ
の

電
話

連
絡

、
各

校
区

の
コ

ミ
ニ

ュ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
長

及
び

民
生

委
員

へ
の

電
話

連
絡

に
て

実
施

し
て

い
る

が
、

要
配

慮
者

（
高

齢
者

・
障

害
者

・
妊

婦
・
幼

児
等

）
や

避
難

行
動

要
支

援
者

に
対

し
、

よ
り

迅
速

か
つ

確
実

に
伝

達
す

る
手

段
が

必
要

住
民

へ
の

伝
達

者
と

な
る

行
政

区
長

等
へ

、
よ

り
迅

速
か

つ
確

実
に

防
災

情
報

を
伝

達
す

る
た

め
、

行
政

関
係

者
へ

の
戸

別
受

信
機

の
設

置
を

予
定

３
）
伝

達
す

る
情

報

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

久
留

米
市

住
民

が
必

要
と

す
る

情
報

の
提

供
と

伝
達

方
法

住
民

が
必

要
と

す
る

情
報

の
把

握
、

提
供

水
位

計
や

監
視

カ
メ

ラ
の

設
置

及
び

映
像

配
信
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

５
．

防
災

体
制

の
強

化

１
）
人

材
の

確
保

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

大
木

町
防

災
体

制
の

強
化

（
人

材
育

成
と

防
災

・
消

防
機

関
経

験
者

等
の

O
B

の
人

材
登

用
の

難
し

さ
＝

人
材

を
探

す
手

段
）

危
機

管
理

官
の

募
集

を
引

き
続

き
積

極
的

に
行

う

大
木

町
防

災
士

の
活

用
と

自
主

防
災

会
組

織
の

維
持

・
活

動
の

継
続

防
災

士
取

得
に

向
け

て
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

す
る

２
）
災

害
対

策
本

部
の

運
営

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

小
郡

市
災

害
対

策
本

部
の

運
営

に
関

し
て

、
状

況
の

変
化

に
伴

う
配

備
態

勢
の

移
行

、
避

難
所

の
開

設
、

避
難

情
報

の
発

令
な

ど
の

判
断

基
準

や
判

断
時

期
、

意
思

決
定

の
手

順
な

ど
を

十
分

に
理

解
し

、
内

容
を

把
握

す
る

必
要

が
あ

る
。

地
域

防
災

計
画

等
各

種
計

画
の

見
直

し
に

よ
る

災
害

対
策

本
部

体
制

等
の

災
害

対
応

体
制

の
再

構
築

や
、

災
害

対
策

本
部

設
置

運
営

訓
練

（
本

部
設

置
運

営
訓

練
、

災
害

対
応

訓
練

）
の

実
施

。
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備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

③
平

成
3
0
年

7
月

豪
雨

に
お

け
る

現
状

の
課

題
と

改
善

策
（
案

）

６
．

そ
の

他

１
）
ハ

ー
ド

対
策

自
治

体
名

現
状

の
課

題
改

善
策

（
新

た
な

取
組

）

久
留

米
市

排
水

ポ
ン

プ
の

増
強

や
河

川
整

備
（
ハ

ー
ド

対
策

）
国

、
県

と
の

内
水

対
策

検
討

筑
前

町
た

め
池

の
防

災
対

策
た

め
池

整
備

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
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九
州

地
方

整
備

局
K
y
u
s
h
u

R
e
g
i
o
n
a
l

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

B
u
r
e
a
u

筑
後

川
河

川
事

務
所

豪
雨

災
害

か
ら

の
教

訓
と

防
災

意
識

の
向

上
に

向
け

て

『
逃
げ
遅
れ
“
ゼ
ロ
”
を
目
指
す
た
め
、
地
域
住
民
一
人
一
人
が

防
災
意
識
を
高
め
行
動
に
移
す
こ
と
が
重
要
』

１
．
関
係
機
関
が
連
携
し
て
防
災
教
育
（
小
学
校
等
）
を
推
進
し
て
い
く
。

２
．
地
区
防
災
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
、
要
配
慮
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
た
避
難
訓

練
が

必
要

。
３
．
ど
う
い
う
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
の
か
を
正
し
く
認

識
し

、
自
律
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る

た
め

の
方
策

を
住

民
と

行
政
が

共
同

し
て

作
る
こ

と
が

重
要

。

【
平

成
29

年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
教
訓
】

目
指

す
（

強
化

す
べ

き
）

取
組

●
自

助
・

共
助

に
よ

る
避

難
：

住
民
自
ら
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
り
、
災
害
の

危
険
を
認
識
し
な
が

ら
、
住
民
同
士
の
呼

び
か
け
も
含

め
早

期
避

難
が

重
要

。
●

安
全

な
場

所
へ

の
早

期
避

難
：

山
間
地
な
ど
で
は
屋
内
避

難
（
垂
直
避
難
）
だ

け
で
は
安
全
の
確
保

が
難
し
い
。

こ
の

他
、
「

情
報

収
集

・
情

報
共

有
の

効
率

化
」

や
「

情
報
伝
達
手
段
の
強

化
」

に
つ
い

て
も

推
進

す
る

。

当
災
害
で
は
朝
倉
市

か
ら
東
峰
村
・
日
田

市
に
か
け
て
の
集
中

的
な
豪
雨
に
よ
り
、

大
量
の
土
砂
と
流
木

が
家
屋
ご
と
押
し
流

し
、
多
数
の

犠
牲
者
が
生
じ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
特
に

避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
改
め
て
認
識

さ
れ
た
。

【
平

成
30

年
7月

豪
雨
災
害
か
ら
の
教
訓
】

現
施

設
で

は
防

ぎ
き

れ
な

い
洪

水
は

必
ず

発
生

す
る

～
水
害
か
ら
逃
げ
遅
れ
な
い
た
め
に
は
～

①
危

険
な

場
所

を
知

る
：
自
治
体
配

布
の
防
災
マ
ッ
プ
や

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、

浸
水
ナ
ビ
等
で
確
認

。
②

危
険

な
時

を
知

る
：

T
V
、
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ホ
等
で
自
治
体
か
ら
の
避
難
情
報
や
気
象
情
報
等
を
入
手
。

③
ど

う
行

動
す

る
か

検
討
：
過
去
の
浸

水
被
害
の
語
り
継
ぎ

（
伝
承
）
、
地
区
単

位
で
の
避
難
訓
練
（

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や

避
難

場
所

ま
で

の
安

全
な

経
路

確
認

な
ど

）

当
災
害
で
は
長
時
間

に
わ
た
る
降
雨
と
、

筑
後
川
本
支
川
の
水

位
上
昇
後
の
降
雨
に

よ
り
筑
後
川
中
流
を

中
心
に
内
水
被
害
が

発
生
し
た
。

流
域
内
で
の
犠
牲
者

は
で
な
か
っ
た
も
の

の
、
住
ん
で
い
る
地

域
に
対
す
る
認
識
度

合
い
や
避
難
率
の
低

さ
が
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
た
。
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国
土

交
通

省
九

州
地

方
整

備
局

筑
後

川
河

川
事

務
所

減
災
対
策
協
議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

令
和

２
年

度
以

降

平
成

３
１

年
度

4
月
2
5
日

第
１

回
合

同
幹

事
会

１
．
こ
れ
ま
で
の
経
緯

協
議

会
Ｈ

２
７

Ｈ
２

８
Ｈ

２
９

Ｈ
３

０

筑
後

川
上

流
部

筑
後

川
中

・
下

流
部

矢
部

川
準

備
会

H
2
8
. 
 5

第
1
回

協
議

会
H

2
8
. 
 7

第
1
回

幹
事

会
H

2
8
. 
 8

第
2
回

協
議

会
H

2
8
.1

1
第

2
回

幹
事

会

H
2
9
. 
 4

第
1
回

幹
事

会
H

2
9
. 
 6

第
1
回

協
議

会
H

2
9
.1

1
第

2
回

幹
事

会

H
3
0
. 
 5

第
1
回

幹
事

会
H

3
0
. 
 6

第
1
回

協
議

会
H

3
0
.

8
臨

時
幹

事
会

H
3
0
.1

2
第

2
回

幹
事

会

２
．
令
和
元
年
度
の
予
定 6
月
5
日

第
１

回
合

同
協

議
会

1
1
月

下
旬

第
2
回

幹
事
会

出
水

期
前

第
１

回
協

議
会

出
水

期
前

第
１

回
幹

事
会
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